
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

Publ ic relat ions brochure of  Higashikawa

2
2011 February

No.688

▼雪と氷の祭典 第37回ひがしかわ氷まつり

▼晴れ姿あでやか、64人が成人式で大人の門出

おいしい手料理
この季節、北海道産の雪中キャベツが甘さを増していま
す。サラダや肉料理に添えるだけではなく、ちょっと手
を加えておいしくいただきましょう。簡単鶏肉の照り焼
きもキャベツに合わせていただきましょう。

【キャベツの簡単サラダ】
＜材　料＞ （２人前）
●キャベツ…小４分の１程度
●にんじん…少々
●切り昆布…（市販品、14ｇ程度）
●炒りゴマ…少々
●昆布茶…少々

＜作り方＞
①フライパンで切り昆布をからいりしておく（２、３分炒っ
　てカリカリになった昆布をあえる）。
②キャベツを３cm角くらいの大きさにザク切りし、にんじん
　もお好みで切る。
③湯を沸騰させた鍋に塩を少々入れて具材を軽くゆで、その
　後すぐに水切りして冷水で熱を取る。
④具材の水分を両手でしっかり絞る。
⑤水切りした具材とからいりした昆布をよく混ぜ合わせ、ゴ
　マを振って完成。味が足りない時は市販の昆布茶を好みで
　加え、味を引き立たせます（茶さじ半分程度でＯＫ）。

【鶏肉の照り焼き】
＜材料＞（２人分）
●鶏胸肉…１枚
●小麦粉…適量
●塩、コショウ…少々
●大根…適量（おろし大根にします）
●しょうゆ、砂糖、日本酒、食用油…各少々

＜作り方＞
①準備：事前に鶏肉を叩いて筋切りをする。
②胸肉に塩、コショウを振って下味をつける。
③フライパンに油を敷き、両面をこんがりと焼き上げる。
④フライパンから肉を取り出した後、フライパンの中はその
　ままにして砂糖、しょうゆ、日本酒を入れて熱し、照り焼
　き用のたれを作る。
⑤たれが完成したら肉を戻し入れ、たれと絡めて肉に照りが
　出たら完成。
⑥肉を一口サイズに切って盛り付け、大根おろしを添えてど
　うぞ。
　　　　　　　　　　　　郷土料理研究会　金森春美さん

【食べて健康・豆知識】
《たまねぎ》
　調理する時にツンと涙が出るのは、臭気成分のアリシンという物
質です。料理に特有の辛味と香り、甘みや風味を付け、薬効もあり
ます。
　最も重要な働きは、ビタミンＢ1の吸収を高めて新陳代謝を促進
し、体力アップ、疲労回復、集中力の低下に友好に働く作用です。
他に胃の消化液の分泌を助けて食欲を増進させる、発汗作用がある
などはこれまで知られていましたが、最近では血液のかたまりを溶
かしたり、血液中の脂質の量を減らす働きも分かってきました。

　　　　　　　　　（保健福祉課栄養士　中村弘美）
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冬
の
祭
典
の
道
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
1
月
15
日
か
ら
３
日
間
、
羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
「
第
37
回
ひ
が
し
か
わ
氷

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
３
日
間
の
期
間
中
大
き
な
天
候
の
崩
れ
も
な
く
、
よ
く
冷
え
込
ん
だ
雪
の
会
場
で
家
族
連

れ
の
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
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日
本
の
写
真
家
24
人
が
１
９
９
６
（
平
成
８
）

年
当
時
の
東
京
を
撮
影
し
た
作
品
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ－

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
（
全
24
作
家
２
６

７
点
）
の
う
ち
、
22
作
家
２
３
９
点
分
が
東

川
町
に
譲
渡
実
現
し
ま
し
た
。
氷
ま
つ
り
に

合
わ
せ
て
７
日
か
ら
26
日
ま
で
、
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
記
念
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ－

Ｔ
Ｏ

Ｄ
Ａ
Ｙ
寄
贈
作
品
展
」
を
開
き
、
作
品
を
一

般
公
開
し
ま
し
た
。

　
作
品
譲
り
受
け
の
贈

呈
式
は
、
氷
祭
り
前
夜

祭
の
15
日
、
羽
衣
公
園

ス
テ
ー
ジ
で
行
い
ま
し

た
。
同
委
員
会
の
古
木

　
今
年
の
祭
り
は
準

備
期
間
中
か
ら
本
格

的
な
降
雪
、
冷
え
込

み
が
訪
れ
、
夜
の
雪

像
作
り
、
深
夜
の
氷

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
作
り
に
絶
好
の
シ

バ
レ
日
和
が
続
き
ま

し
た
。
雪
像
17
基
、

氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

の
氷
彫
刻
作
品
16
基
は
、
ど
の
作
品
も
し
っ

か
り
と
雪
、
氷
が
締
ま
っ
て
上
々
の
仕
上
が

り
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
恒
例
の
花
火
は
、
風
も
な
く
冷
え

て
澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
で
鮮
や
か
な
美
し

さ
も
ひ
と
き
わ
。
観
客
の
た
め
息
を
誘
い
ま

し
た
。

　
メ
ー
ン
会
場
の
羽
衣
公
園
に
は
手
作
り
の

雪
像
（
高
さ
約
２
㍍
）
17
基
、
氷
彫
刻
旭
川

支
部
の
氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
（
16
作

品
）
が
美
し
さ
と
精
緻
さ
、
造
形
の
お
も
し

ろ
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
滑
り
台
、
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
雪

中
ゲ
ー
ム
、
餅
つ
き
、
氷
彫
刻
体
験
、
雪
明

り
と
光
の
ア
ー
ト
を
楽

し
む
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
な

ど
、
雪
を
楽
し
む
仕
掛

け
や
ゲ
ー
ム
が
い
っ
ぱ

い
。
ち
び
っ
子
サ
ー
ビ

ス
の
パ
パ
、
マ
マ
も
十

分
に
楽
し
ん
だ
よ
う
で

す
。

Ｅ
Ｕ
各
国
写
真
家
ら
22

人
２
３
９
作
品
の
寄
贈
受
け
、
記
念
作
品
展

　
Ｅ
Ｕ
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ト
日
本
委
員
会

（
東
京
、
第
18
回
委
員
長
・
岩
沙
弘
道
三
井

不
動
産
㈱
社
長
）
が
主
催
し
て
Ｅ
Ｕ
各
国
と

　
修
治
事
務
局
長
が
来
町
し
、
贈
呈
目
録
を
松

岡
市
郎
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

▲氷像彫刻旭川支部コンクールグランプリ受賞の
「ＭＩＮＯＫＡＳＡＧＯ」

ひと夜だけの特設アイスカフェ

▲

「ほっこりカフェ＆バー」も大好評　

餅つき体験はちびっ子に大人気

▲

▲氷のコップ、おねえちゃんとどっちがうまく作れるかな？

▲氷雪像コンクールで優勝したミッキーとドナルド
（制作中）

雪
と
氷
の
祭
典 

第
37
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

シ
バ
レ
絶
好
、花
火
、ゲ
ー
ム
に
歓
声
い
っ
ぱ
い

雪
と
氷
の
祭
典 

第
37
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

シ
バ
レ
絶
好
、花
火
、ゲ
ー
ム
に
歓
声
い
っ
ぱ
い

雪
と
氷
の
祭
典 

第
37
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

シ
バ
レ
絶
好
、花
火
、ゲ
ー
ム
に
歓
声
い
っ
ぱ
い

　

冬
の
祭
典
の
道
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
1
月
15
日
か
ら
３
日
間
、
羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
「
第
37
回
ひ
が
し
か
わ
氷

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
３
日
間
の
期
間
中
大
き
な
天
候
の
崩
れ
も
な
く
、
よ
く
冷
え
込
ん
だ
雪
の
会
場
で
家
族
連

れ
の
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

冬
の
祭
典
の
道
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
1
月
15
日
か
ら
３
日
間
、
羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
「
第
37
回
ひ
が
し
か
わ
氷

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
３
日
間
の
期
間
中
大
き
な
天
候
の
崩
れ
も
な
く
、
よ
く
冷
え
込
ん
だ
雪
の
会
場
で
家
族
連

れ
の
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

雪像コンクール結果（出品17）
大雪像の部

小雪像の部
該当なし

ミッキーとドナルド
作　品　名

リトルグリーンメン
～トイ･ストーリー～

ポケットモンスター
ワンピース「チョッパー」

天人峡子

赤ちゃん恐竜ドゥーリー

北海道環境福祉専門学校食育福祉学科
団　　体

東川郵便局
北海道環境福祉専門学校環境保全学科2年

韓国日本語研修生

天人峡温泉

同校環境保全学科1年

最優秀賞

〃
努力賞
〃

特別賞

優秀賞

第37回ひがしかわ氷まつり
氷彫刻旭川支部コンクール結果（出品16）

森田　久
氏　名

岩田英樹
高橋　満

安田　納

山本剛史

旭川ICC
所　属

氷土会
〃

札幌

旭川ICC

MINOKASAGO
作　品　名

やめられない！
とまらない！
月に吠える
原始蝦夷

シルバーアロワナ
優勝

３

４
５

準優勝
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１
月
９
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
14
人

多
い
64
人
が
将
来
へ
の
夢
や
希
望
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
町
内
成
人
該
当
者
は
昨
年
と
同
じ

92
人
。
農
業
研
修
に
来
て
い
る
中
国
人
研
修

生
の
対
象
者
は
１
人
で
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
『
あ
り
が
と
う
』
と

感
謝
す
る
、
『
あ
り
が
と
う
』
と
感
謝
さ
れ

る
気
持
ち
が
大
切
。
豊
か
な
大
雪
山
の
恵
み

に
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
え
る
、
『
あ
り
が

と
う
』
と
言
わ
れ
る
活
躍
を
し
て
ほ
し
い
」

と
門
出
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
夢
や
目
標
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

「
今
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
新
人
育
成
係
。

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
っ
て
介
護
の
仕
事

に
い
っ
そ
う
励
み
た
い
」
「
建
築
学
科
の
大

学
生
。
将
来
は
公
務
員
に
な
り
た
い
」
「
２
、

３
年
以
内
に
農
家
を
継
ぐ
予
定
。
10
年
以
内

に
は
オ
レ
の
顔
の
写
真
が
入
っ
た
米
が
出
回

る
の
で
、
よ
ろ
し
く
」
「
旭
川
市
内
の
病
院

で
働
き
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
頑
張
り
た
い
」
「
教
師
に
な
っ
て
、

卒
業
し
た
生
徒
と
一
緒
に
酒
を
飲
み
た
い
」

「
今
年
か
ら
車
で
サ
ー
キ
ッ
ト
を
し
た
い
。

サ
ー
キ
ッ
ト
に
出
場
す
る
の
が
目
標
」
な
ど

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
夢
が
飛
び
出
し
ま

し
た
。

の
大
き
な
要
因
。
い
か
に
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
か
で
も
活
性
化
の
度
合
い
が

変
わ
っ
て
く
る
」
な
ど
と
中
心
市
街
地
活
性

化
に
向
け
て
新
た
な
気
持
ち
を
込
め
て
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

交
礼
会
は
「
景
気
が
は
ね
る
う
さ
ぎ
年
を
」

と
願
っ
て
藤
田
会
長
の
音
頭
で
1
年
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
、
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草

館
で
東
川
町
商
工
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
の

新
年
交
礼
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
年
を
祝
っ
て
町
内
の
商
工
業
者
の
会
員

ら
約
60
人
が
出
席
。
竹
内
英
順
道
議
も
会
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

席
上
、
松
岡
市
郎
町
長
は
「
東
川
小
学
校

移
転
後
の
跡
地
利
用
の
検
討
も
こ
れ
か
ら
始

ま
る
。
人
口
が
増
え
る
こ
と
は
ま
ち
活
性
化

　

１
月
５
日
、
大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団

（
金
盛
勇
松
団
長
）
が
消
防
出
初
め
式
を
行

い
、
町
内
無
事
故
、
無
災
害
の
決
意
新
た
に

１
年
の
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
た
初
出
動

は
、
小
雪
が
舞
い
散
る
も
の
の

穏
や
か
な
年
明
け
。
役
場
庁
舎

前
に
金
盛
団
長
以
下
町
内
５
分

団
、
女
性
消
防
団
合
わ
せ
て
87

人
が
参
集
し
、
松
岡
市
郎
町
長

の
団
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
道
の
駅
・
ひ
が
し

か
わ
道
草
館
前
の
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
約

５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
分
列
行
進
し
頼
も
し
い

勇
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
後
東
川
町
農
協
大
ホ
ー
ル
で
16

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）
。

〔
東
川
町
長
表
彰
〕

　

▼
勤
続
25
年　

秋
山
泰
彦
（
第
５
分
団

長
）
、
能
沢
勇
人
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）
、

高
橋
大
（
第
４
分
団
部
長
）

〔
道
知
事
表
彰
〕

▼
同
20
年　

秋
葉
政
幸
（
第
１
分
団
部
長
）

＝
ほ
か
に
町
長
、
上
川
地
区
消
防
団
長
会
表

彰
＝
、
鬼
塚
悟
（
第
２
同
）
＝
同
＝
▼
同
15

年　

篠
原
猛
志
（
第
１
分
団
班
長
）
＝
ほ
か

に
町
長
表
彰
＝
▼
同
10
年　

沖
和
史
（
第
１

分
団
団
員
）
＝
ほ
か
に
町
長
、
道
消
防
協
会

長
表
彰
＝
、
中
條
勝
彦
（
第
５
同
）
＝
同
＝
、

児
玉
晃
一
（
同
）

〔
道
消
防
協
会
長
表
彰
〕

▼
勤
続
30
年　

成
田
隆
（
団
本
部
副
団
長
）

〔
東
川
消
防
団
連
合
後
援
会
長
表
彰
〕

▼
勤
続
５
年　

濱
邊
嘉
一
（
第
１
分
団
団
員
）
、
松
尾
光

晃
（
同
）
、
松
崎
大
輔
（
同
）
、
中
田
篤
志
（
第
２
同
）
、

川
合
博
之
（
第
５
同
）
、
岡
村
博
信
（
同
）

災
害
ゼ
ロ
願
っ
て
出
初
め
式

災
害
ゼ
ロ
願
っ
て
出
初
め
式

ひ
が
し
か
わ
道
草
館
で
商
工
会
の
新
年
交
礼
会

ひ
が
し
か
わ
道
草
館
で
商
工
会
の
新
年
交
礼
会

晴
れ
姿
あ
で
や
か
、64
人
が
成
人
式
で
大
人
の
門
出

晴
れ
姿
あ
で
や
か
、64
人
が
成
人
式
で
大
人
の
門
出
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災
害
ゼ
ロ
願
っ
て
出
初
め
式

ひ
が
し
か
わ
道
草
館
で
商
工
会
の
新
年
交
礼
会

晴
れ
姿
あ
で
や
か
、64
人
が
成
人
式
で
大
人
の
門
出

　

今
回
は
連
載
の
最
終
回
と
し
て
、
私
達

が
使
う
「
強
制
動
員
被
害
」
と
い
う
言
葉

に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
前
に
、
当
時
の
政
治
や
社
会
状
況
を

簡
単
に
整
理
し
て
お
き
ま
す
。

　

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
の
国
家
総
動

員
法
制
定
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
国
民
徴

用
令
（
同
14
年
）
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

生
産
現
場
に
生
産
性
飛
躍
と
全
資
源
の
国

家
へ
の
動
員
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、

生
産
現
場
に
は
当
然
に
人
手
不
足
等
が
生

じ
ま
し
た
。

　

日
本
社
会
お
よ
び
企
業
体
は
、
日
本
併

合
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
や
台
湾
に
労
働

力
供
給
源
と
し
て
目
を
向
け
ま
す
。
電
力

増
産
計
画
に
基
づ
く
発
電
所
建
設
や
物
資

輸
送
強
化
政
策
に
よ
る
鉄
道
路
線
工
事
、

戦
略
物
資
そ
の
も
の
で
あ
る
炭
鉱
等
各
種

鉱
山
の
開
発
増
産
体
制
強
化
、
食
糧
増
産

の
た
め
の
農
業
土
木
工
事
な
ど
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
話
で
す
。
そ
の
後
の

戦
争
に
な
れ
ば
兵
隊
と
い
う
人
的
資
源
も

必
要
で
、
そ
の
傾
向
に
一
段
と
拍
車
が
か

か
っ
た
の
も
当
然
で
す
。

　

当
時
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
日
韓
併
合
以

来
の
植
民
地
政
策
に
よ
り
、
特
に
新
た
な

土
地
登
記
制
度
な
ど
を
通
じ
て
、
農
地
を

失
い
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
農
民
た
ち
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
本
に

行
け
ば
お
金
を
稼
げ
る
ら
し
い
、
と
の
噂

話
な
ど
も
広
が
る
一
方
、
日
本
か
ら
は
新

た
な
労
働
力
確
保
の
た
め
『
（
労
働
者
）

募
集
』
の
波
が
朝
鮮
半
島
に
も
押
し
寄
せ

て
き
ま
す
。
国
家
総
動
員
が
背
景
に
あ
り

ま
す
か
ら
、
朝
鮮
半
島
の
日
本
の
統
治
機

構
も
そ
の
業
務
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

そ
の
後
昭
和
19
年
に
は
国
民
徴
用
令
が
朝

鮮
人
に
も
適
用
さ
れ
、
勅
令
に
よ
る
朝
鮮

人
徴
用
が
よ
り
直
接
的
に
開
始
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　

私
達
が
聞
き
取
り
を
し
た
老
人
た
ち
の

日
本
へ
の
渡
航
経
過
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

あ
る
人
は
故
郷
に
お
け
る
貧
困
脱
出
を
期

待
し
、
現
金
収
入
確
保
を
目
的
に
し
た
応

募
で
し
た
。
真
意
は
応
募
し
た
く
な
い
の

に
、
地
元
役
所
の
関
与
に
よ
り
、
応
募
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
嫌
々
労
働
者
と
な

っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
自
ら
の
選
択
と
意

思
決
定
を
も
っ
た
人
で
あ
っ
て
も
、
約
束

さ
れ
た
は
ず
の
賃
金
等
を
受
け
取
れ
な
い

ば
か
り
か
、
暴
力
に
よ
る
脅
し
と
劣
悪
な

労
働
環
境
の
中
で
、
健
康
を
害
し
た
人
も

い
ま
し
た
。

　

非
人
間
的
な
た
こ
部
屋
労
働
に
耐
え
ら

れ
ず
、
辞
め
て
故
郷
に
戻
ろ
う
と
す
る
朝

鮮
人
労
働
者
が
リ
ン
チ
さ
れ
命
を
落
と
し

た
事
実
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
労
働
を

や
め
て
家
に
帰
る
と
い
う
選
択
肢
な
ど
存

在
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

面
談
し
た
中
で
は
、
銃
や
手
錠
等
に
よ

っ
て
『
連
行
』
さ
れ
た
人
は
い
ま
せ
ん
が
、

就
労
現
場
へ
の
移
動
中
に
逃
亡
防
止
で
監

視
さ
れ
る
の
は
一
般
的
で
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
労
働

に
従
事
し
た
事
実
を
、
今
日
の
就
職
問
題

と
同
じ
に
考
え
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

祖
国
自
体
が
外
国
に
併
合
さ
れ
、
そ
の
植

民
地
政
策
の
中
で
生
き
て
い
く
選
択
と
し

て
や
む
な
く
外
国
で
働
い
た
人
の
場
合
、

ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
達
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
日
本
政

府
に
よ
る
国
家
的
動
員
政
策
に
基
づ
い
た

形
で
日
本
に
や
っ
て
き
た
朝
鮮
人
た
ち
を

す
べ
て
強
制
動
員
被
害
者
と
呼
ん
で
い
る

の
で
す
。

　

私
達
は
、
強
制
動
員
被
害
に
よ
っ
て
多

大
な
苦
労
を
背
負
わ
れ
た
方
々
の
辛
苦
の

成
果
と
し
て
、
こ
の
地
で
今
日
の
豊
か
な

自
然
と
農
業
生
産
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

事
実
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た

い
の
で
す
。

　

私
達
の
調
査
活
動
は
、
強
制
動
員
被
害

を
生
ん
だ
加
害
者
探
し
な
ど
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
将
来
に
向
け
た
友
好
の
礎
と
し
て

過
去
の
労
苦
の
事
実
を
確
認
し
、
労
い
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　

今
後
も
い
つ
で
も
情
報
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

江
卸
発
電
所
・
忠
別
川
遊
水
池
・
朝
鮮
人
強

制
連
行
・
動
員
の
歴
史
を
掘
る
会

代　

表　

近　

藤　

伸　

生

　
太
平
洋
戦
争
前
の
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
忠
別
川
流
域
の
東
川
町
内
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
朝
鮮
人
強
制
労
働
の
実
態
解
明
調
査
を
行
っ
て
い
る
「
江
卸
発
電
所
・
忠
別
川

遊
水
池
・
朝
鮮
人
強
制
連
行
・
動
員
の
歴
史
を
掘
る
会
」
（
近
藤
伸
生
代
表
）
は
昨
年
10

月
、
掘
る
会
メ
ン
バ
ー
６
人
と
、
東
川
町
か
ら
企
画
総
務
課
長
も
同
行
し
て
慶
尚
南
道
に

調
査
へ
行
き
ま
し
た
。

最終回
朝
鮮
人
強
制
動
員
被
害
の
は
な
し

「
強
制
動
員
」の
歴
史
を

将
来
へ
の
友
好
の
礎
に
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ま
し
た
。
現
在
納
屋
の
一
部
を
仕
切
っ
た

ア
ト
リ
エ
で
制
作
し
て
い
る
の
は
10
年
ぶ

り
の
新
作
、
若
い
女
性
像
の
彫
塑
作
品
。

４
月
か
ら
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
作
業
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
、
今
が
正
念
場
で
す
。

　
「
も
う
や
れ
ん
な
あ
、
と
思
っ
て
い
た

ん
だ
け
れ
ど
、
高
崎
さ
ん
に
口
説
か
れ
て

ね
え
…
、
何
と
か
思
い
出
し
な
が
ら
ね
。

で
も
顔
が
難
し
い
な
あ
…
」
。

　
作
品
は
、
31
区
の
高
崎
隆
司
さ
ん
と
の

共
同
制
作
。
今
年
７
月
中
旬
に
新
築
オ
ー

プ
ン
予
定
の
第
三
地
区
地
域
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
敷
地
に
ブ
ロ
ン
ズ
像
作
品
と
し

て
お
目
見
え
予
定
で
す
。
「
ベ
ン
チ
と
戯

れ
る
、
と
い
う
作
品
に
し
た
い
な
あ
」
。

　
冬
季
間
の
作
品
制
作
は
神
経
を
使
い
ま

す
。
寒
い
納
屋
で
放
っ
て
お
く
と
、
粘
土

は
寒
さ
で
見
る
間
に
凍
り
つ
き
、
ぱ
ら
ぱ

ら
と
崩
れ
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
24
時
間

の
暖
房
を
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
木
造
の
納
屋

は
約
８
畳
ほ
ど
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
仕

切
っ
て
の
作
業
。

　
「
若
い
こ
ろ
は
お
も
し
ろ
く
て
夜
も
寝

な
い
で
や
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
は
仕
事

が
共
同
経
営
で
時
間
が
取
れ
な
く
っ
て
ね
。

引
退
し
た
ら
ま
た
始
め
よ
う
か
な
」
。

　
「
シ
カ
が
得
意
で
ね
」
と
言
う
と
お
り
、

氷
ま
つ
り
の
会
場
入
り
口
に
登
場
し
た
２

頭
の
エ
ゾ
シ
カ
の
作
品
は
迫
力
満
点
。
夜

の
照
明
で
浮
き
上
が
る
そ
の
姿
は
、
深
夜

の
公
園
で
今
に
も
角
を
突
き
合
わ
せ
る
音

を
響
か
せ
て
戦
い
出
し
そ
う
な
躍
動
感
。

　
胴
体
部
分
を
先
に
彫
り
上
げ
た
時
に
は

ま
だ
動
感
が
な
か
っ
た
氷
の
像
は
、
２
対

の
男
鹿
の
双
頭
に
角
を
加
え
た
途
端
、
作

品
に
息
吹
が
み
な
ぎ
り
ま
し
た
。

　
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
る
間
に
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
形
に
―
。
厳
寒
の
中
の
透
明

な
氷
柱
に
命
が
吹
き
込
ま
れ
る
瞬
間
こ
そ

醍
醐
味
。
長
年
の
キ
ャ
リ
ア
な
ら
で
は
、

の
見
事
さ
。

　
「
日
本
氷
彫
刻
会
の
大
会
で
２
回
も
全

国
優
勝
し
た
し
、
海
外
に
も
９
回
遠
征
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
海
外
に
出
場
す
る
時
は
、

気
持
ち
の
張
り
合
い
も
違
う
も
ん
さ
。
上

手
に
彫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う

し
、
勉
強
も
し
な
け
り
ゃ
…
と
思
う
か
ら

ね
。
（
氷
彫
刻
の
制
作
活
動
は
）
ま
だ
２

〜
３
年
は
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん

だ
」
。

◇

　
仕
事
の
合
間
を
見
つ
け
て
、
冬
は
氷
彫

刻
、
夏
は
彫
塑
の
制
作
活
動
を
続
け
て
き

今
、生
き
生
き
と

　

〝
ザ
ク
ッ
、
ザ
ク

ッ
〞
―
。
氷
を
削
る
音
が

高
ら
か
に
響
く
ほ
ど
に
厳

寒
の
冷
え
込
み
も
ひ
と
き

わ
。
冷
え
込
む
ほ
ど
に
美

し
い
仕
上
が
り
が
い
っ
そ

う
引
き
立
ち
ま
す
。
氷
彫

刻
は
一
瞬
の
潔
さ
。
彫
塑

は
土
と
の
出
合
い
と
語
り

合
い
。
こ
の
地
か
ら
生
ま

れ
た
造
形
美
は
、
半
世
紀

の
活
動
の
中
で
世
界
各
地

の
冬
の
祭
典
で
感
動
を
広

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

氷
ま
つ
り
で
は
、
私
た
ち

に
毎
年
新
た
な
き
ら
め
き

と
感
動
を
変
わ
ら
ず
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。

4040

氷
土
会　

小
木　

貞
雄
（
お
ぎ　

さ
だ
お
）
さ
ん

氷祭り会場で気になるのはやっぱり氷
雪像コンクール作品（奥さんんの常美
さんと）＝1月15日夜、羽衣公園で

干支（えと）にちなんで制作した氷作
品「氷のウサギ」がお客さまをお出迎
え（天人峡パークホテル玄関）

夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
映
え
る「
シ
カ
」（
今
年
の

氷
ま
つ
り
会
場
入
り
口
）

ア
ト
リ
エ
で
ブ
ロ
ン
ズ
像
作
品
を
制
作
中

小木　貞雄さん／農業／33区／☎82－2899
東川町生まれ、入植3代目。3戸の生産組合で水田40㌶、そ菜のチマサンチユ生産（ビニールハウス約3千300平方㍍）を共同経営。1968（昭和43）年、
結成3年目の氷土会に入会。草創期以来の会員の一人として43年目。第8回全国氷彫刻展（’80年、旭川開催）で出品作「悲しきメロディー」の秀江賞（個人）
初受賞を皮切りに、全国氷彫刻展で優勝2回。カナダ・オタワウィンタールード氷彫刻展（’85年）、同国各州氷彫刻指導（’86年）、スウェーデン・キルナ市、中
国・ハルピン市、カナダ・キャンモア町、同オタワ市など、充実期には世界各地のコンクールに毎年のように出場、各国で氷彫刻の制作指導。直近出場は、2年
前のハルピン氷祭り国際氷彫刻大会（兆麟公園）。2月開催のさっぽろ雪まつり（大通2丁目会場）で今年も氷柱250本の大恐竜像を制作します。彫塑の芸
術活動では長く新ロマン派に所属していました。氷土会（成田隆会長）は、町内の農家の方の会員が多く現在18人。1965（昭和40）年発足以来、もうすぐ
50周年を迎えます。

お　ぎ　　さだお
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俳　

句

　

日
本
を
代
表
す
る
世
界
の
彫
刻
家
、
安
田
侃

（
か
ん
）
氏
に
対
す
る
北
海
道
新
聞
文
化
賞
、

イ
タ
リ
ア
の
ジ
ャ
コ
モ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
賞
、
文

化
庁
長
官
表
彰
の
ト
リ
プ
ル
受
賞
を
お
祝
い
す

る
会
が
高
橋
知
事
、
上
田
札
幌
市
長
な
ど
も
出

席
し
て
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
。

　

彫
刻
家
、
安
田
侃
と
い
っ
て
も
知
る
人
ぞ
知

る
で
「
え
っ
、
だ
れ
で
す
か
」
と
言
わ
れ
る
方

も
多
い
。
大
変
失
礼
で
は
あ
る
が
、
良
く
聞
い

て
み
る
と
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
出
口
あ
る
大
き
な
大
理

石
彫
刻
を
制
作
し
た
作
家
な
の
で
あ
る
。
作
品

は
見
て
い
て
も
、
作
家
の
名
前
ま
で
は
…
と
い

う
人
が
案
外
多
い
も
の
だ
。
私
も
そ
の
一
人
で
、

後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
の
だ
が
、
20
世
紀
を
代

表
す
る
世
界
の
彫
刻
家
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
氏

と
も
親
交
が
深
く
著
名
な
彫
刻
家
。
私
た
ち
に

と
っ
て
は
雲
の
上
の
人
で
あ
っ
た
。

　

旭
川
市
に
は
「
彫
刻
フ
ァ
ン
ド
市
民
の
会
」

と
い
っ
て
、
安
田
氏
の
作
品
を
購
入
し
て
市
に

寄
贈
す
る
会
が
あ
る
。
５
、
６
年
ほ
ど
前
、
氏

を
お
招
き
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席

に
出
席
し
た
。
終
了
後
、
直
筆
サ
イ
ン
を
お
願

い
で
き
る
機
会
を
得
た
の
で
、
「
『
写
真
の
町
』

東
川
町
で
す
が
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
」
と
聞

い
て
み
た
。

　

す
る
と
「
知
っ
て
い
ま
す
よ
、
『
写
真
の
町
』

は
有
名
で
す
か
ら
」
の
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

先
輩
た
ち
が
尽
力
し
て
進
め
て
き
た
『
写
真
の

町
』
を
知
っ
て
い
る
と
聞
き
、
な
ん
と
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
か
。
急
に
親
近
感
を
覚
え
て
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
。

　

氏
の
作
品
は
、
美
唄
市
の
廃
校
跡
に
「
ア
ル

テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
」
と
い
う
芸
術
公
園
が
あ

り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
置
か
れ
て
い
る
。

東
京
に
は
有
楽
町
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
庭
、

六
本
木
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
酒
田
市
美
術
館
、

そ
し
て
札
幌
市
内
に
も
あ
る
。

　

今
、
開
拓
１
２
０
年
を
期
に
完
成
を
目
標
と

し
て
新
築
す
る
東
川
小
学
校
に
作
品
を
置
き
た

い
と
準
備
を
し
て
い
る
。
す
で
に
３
度
も
訪
問

い
た
だ
き
、
美
し
い
景
観
に
魅
せ
ら
れ
趣
旨
に

参
同
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

氏
は
お
祝
い
の
席
で
「
人
生
の
一
番
辛
い
、

悲
し
い
時
に
作
品
を
思
い
出
し
、
元
気
を
取
り

戻
し
、
そ
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
く

れ
る
作
品
、
だ
れ
で
も
手
に
触
る
こ
と
が
で
き

る
作
品
が
彫
刻
の
原
点
で
、
手
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
生
き
て
い
る
証
し
で
あ
る
」
と

話
さ
れ
て
い
た
。
氏
の
作
品
を
通
じ
て
、
次
代

を
担
う
子
供
た
ち
が
「
未
来
に
向
か
っ
て
生
き

る
」
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
力
強
さ
を
き
っ
と

「
自
分
の
手
と
目
」
で
記
憶
に
留
め
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

安
田
侃
氏
の
作
品
を
東
川
小
学
校
へ

俳　

句

　貧しくても愛情豊かに育ったティアナ
は、大好きな父とレストランを開く夢の
ため懸命に働く毎日。ある晩、富豪の
家が王子を招待して開いた舞踏会に出
席し、１匹のカエルに「キスをしてほし
い」と言われます。「自分は魔法で姿を
変えられた王子だ」というカエルに戸惑
いながらもキスをすると、ティアナまで
カエルの姿に…。（97分）

　200キロメートルをはるかに超えるエ
ゾシカたちの大移動が始まった。移動
しながらの繁殖、恋の駆け引き、育児、
そこに伴う事故や飢えを静かに見守る
獣医、竹田津実。北の小清水町にすむ
エゾシカが越冬地・釧路、根室へ移動
し、そして夏に戻るまでの1年間を、生
命力あふれる写真とともに物語る北国
からの動物記。

　日本最古の大学「足利学校」で学問
を修めた四郎左。しかし預かる軍配ど
ころか使えるべき主にも出会えず、軟禁
されて齢（よわい）四十過ぎまでくすぶ
り続けていたところ、武田晴信（のちの
信玄）の暗殺計画に加担させられるこ
とに。命を賭けた一世一代の大芝居を
経て、いよいよ四郎左は「山本勘助」と
して歴史の表舞台へ…。

プ
リンセ
ス
と
魔
法
の
キ
ス

（
ア
ニ
メ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
タ
ジ
オ

信
玄
の
軍
配
者

（
一
般
書
）

著
／
富
樫
倫
太
郎　
刊
／
中
央
公
論
新
社

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています

エ
ゾシカ（
児
童
書
）

文
・
写
真
／
竹
田
津
実　　
刊
／
ア
リ
ス
館
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俳　

句

“ベスト”シーズン

　1月末から2月初めごろになると、ビジターセンタ
ー周辺の森は、降り積もった雪が小さな谷ややぶを
覆い隠し、なだらかな、モサモサと膝や腰まで沈む
雪面がはるか向こうまで続くようになってきます。
　姿見をスノーシューで行けば、避難小屋「石室(い

括
ら
れ
し
ま
ま
に
一
輪
冬
薔
薇

化
粧
し
て
風
邪
の
だ
る
さ
を
調
へ
し

立
冬
や
少
し
気
に
な
る
骨
密
度

青
銅
の
ピ
ッ
コ
ロ
せ
は
し
秋
の
鳶

冬
ざ
れ
や
猫
の
足
あ
と
軒
で
消
え

身
ぶ
る
い
を
一
つ
し
て
知
る
今
朝
の
冬

角
砂
糖
ゆ
っ
く
り
溶
け
て
冬
立
ち
ぬ

冬
来
た
る
土
間
で
干
鱈
を
叩
く
音

恙
な
く
阿
吽
の
暮
ら
し
た
ま
ご
酒

絢
爛
の
彩
り
は
夢
冬
木
立

群
青
に
染
め
し
夜
更
け
の
雪
明
り

の
ど
飴
の
小
さ
く
な
る
ま
で
雪
を
掻
く

御
手
洗
の
蛇
口
閉
じ
ら
れ
冬
に
入
る

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

しむろ)」は屋根裏
窓まで埋もれている
ことが少なくありま
せん。
　最も冬らしいこの
ころにはまた、明る
い春が驚くほどの速

さで進んでくるのが感じられます。
　年始に９時間ほどだった昼の時間(太陽の出ている
時間)は、２月初旬で10時間、下旬には11時間へと伸
び、青空と山々の白の対比が目を楽しませる日も増
えてきます。
　降雪の後の好天、こんな朝に滑ったら気持ちよさ
そうですね。天気予報やwebカメラをチェックして、
新雪を逃さず滑ろうという人々が毎日やってきます。
また、山頂の北側に新雪が溜まってくると、好天下
の登頂を狙う登山者も訪れます。
　旭岳温泉もアカエゾマツの深い森、広い雪原が素
晴らしい“イチオシ”シーズン。天気を見計らって、一
度おいでになってみませんか？　服装、準備など、
どうぞお気軽にお尋ねください。

旭岳ビジターセンター管理主任　菊　地　　基

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

▲姿見石室

▲

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
う
旭
岳

（
旭
岳
姿
見
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

  　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ  

う  

ん

     

み  

た  

ら  

い

9 Higashikawa  2011  February



愛 漂 う 二 月 ！愛 漂 う 二 月 ！愛 漂 う 二 月 ！

Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsNo.5

Love is in the Air!
February often brings out an intense feeling for Canadian 
women – they love it or they hate it! This tends to 
correspond directly to her relationship status: if she is 
happy and in love, February is a wonderful month but if 
she is single and unhappy about it, February is the bane of 
her existence. The reason? Valentine’s Day! It is romanti-
cized by women from coast to coast as it is the one day of 
the year when women are pampered by their partners, 
from simple things like taking out the garbage to the 
luxurious, like diamond earrings, and everything in 
between. Most girls want to receive roses and chocolate 
from her partner, be taken to a lovely restaurant for a 
delicious meal and be showered with attention. If there is 
no “other” in the picture, the woman is still subjected to all 
of the advertising and propaganda that promises to make 
Valentine’s the best day ever. For the single gals, 
Valentine’s Day is often jokingly referred to as “Single 
Awareness Day”. For men, the pressure to produce the 
perfect gift, flowers and dinner for his girl are intense. In 
2009, men spent about $160 on Valentine’s presents 
whereas women spent about $80. Women have it much 
easier than men do! Valentine’s Day is the busiest day of 
the year for florists, with red roses being the top choice. I 
was very surprised when I learned that in Japan, women 
give chocolate to men on Valentine’s and then wait until 
March for White Day to get some back. I think Canadian 
men would rather enjoy the Japanese-style Valentine’s but 
the women would be quite disappointed to have to wait 
until March for their presents!

Jolene Helgason

　

「
先
生
、
こ
れ
な
ら
読
め

る
？
」
生
徒
が
聞
き
ま
す
。
昨

年
訪
れ
た
カ
ナ
ダ
・
キ
ャ
ン
モ

ア
で
の
出
来
事
。
小
さ
い
町
の

中
古
書
店
は
地
下
１
階
に
あ
り

ま
し
た
。
狭
い
子
供
用
本
棚
の

前
で
ワ
イ
ワ
イ
と
本
を
選
ぶ
。

ど
の
本
が
ど
の
子
に
適
当
か
、

と
い
う
レ
ベ
ル
を
考
え
な
が
ら

本
を
探
す
の
は
、
私
に
は
至
福

の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

英
語
の
習
得
に
は
多
読
は
欠

か
せ
な
い
、
と
い
う
の
が
私
の

持
論
で
す
。
通
信
員
の
ポ
ス
ト

マ
さ
ん
の
協
力
も
得
て
、
帰
国

ま
で
に
私
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は

児
童
書
籍
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
わ
く

わ
く
す
る
こ
と
で
す
が
、
最
近

読
ん
だ
新
聞
記
事
二
つ
が
私
の

気
持
ち
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

一
つ
は
「
札
幌
の
小
学
６
年

生
英
検
１
級
に
合
格
」
の
記
事
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
に
通
う
小
学
生
な
の
で
、
も

ち
ろ
ん
事
情
は
異
な
り
ま
す
。

で
も
、
記
事
の
内
容
に
は
ヒ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
。
い
わ
く
「
英

検
の
た
め
の
特
別
な
勉
強
は
し

て
い
な
い
が
、
洋
書
を
１
〜
２

日
に
１
冊
の
ペ
ー
ス
で
読
み
、

６
年
間
で
約
千
冊
を
読
破
し

た
」
。
確
か
に
笑
顔
の
彼
女
の

後
ろ
に
は
分
厚
い
ペ
ー
パ
ー
バ

ッ
ク
が
詰
ま
っ
た
本
棚
が
写
っ

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
記
事
は
酒
井
邦

秀
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

「
百
万
語
英
文
多
読
法
」
を
提

唱
す
る
先
生
で
す
。
多
読
す
れ

ば
「
文
法
を
学
ば
な
く
て
も
、

母
語
の
よ
う
に
読
ん
だ
り
話
し

た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と

言
い
切
り
ま
す
。
「
点
数
を
上

げ
る
た
め
だ
け
の
勉
強
で
は
本

当
の
力
は
つ
か
な
い
」
「
多
読

で
母
語
と
同
じ
よ
う
に
英
語
の

力
が
伸
び
る
」
。
母
語
で
あ
る

国
語
力
も
読
書
量
に
比
例
す
る

の
で
し
ょ
う
が
、
英
語
に
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
ど
う
し

た
ら
多
読
を
定
着
さ
せ
ら
れ
る

か
が
私
の
課
題
で
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第77回

外国で本を買う

愛 漂 う 二 月 ！

平成21年度決算の概要
歳入77億3700万円、歳出73億6300万円

【ちょっと豆知識】宮地晶子
Single Awareness Day＝ バレンタインデーの商業主義に反発して13日か15日にシングル同士が集まってパーテ
ィーをする日。中国語では「単身者留意日」と訳してありました。8行目のpampered（甘やかされる）という言葉。紙
おむつのパンパース（Pampers）はここからきています。赤ちゃんを「甘やかして、大切に育てる」という商品イメージに
ぴったりです。

　二月といえば、カナダ人女性にとっては大好きか大嫌いか、
どっちにしても緊張するときです。なぜかというと、恋愛状況と
直結するからです。ラブラブな人には２月は素晴らしい時。独り
身で寂しい人には悩みの種。理由？　それはバレンタイン
デー！　カナダ中の女性が恋人に甘やかされることを夢見る。
ごみ出しみたいな簡単なことからダイヤモンドのイヤリングのよ
うな豪華版に至るまで、ありとあらゆるもの。バラやチョコをもら
いたい、ごちそうを食べに素敵なレストランに連れていってほし
い、いっぱい注目を浴びたい、ほとんどみんながそう願う。一方、
相手がいない女性は「バレンタインを最高の一日に」という広
告や宣伝にその身をさらされます。独り身にとっては「バレンタ
インデー」ではなく「Single Awareness Day一人と認める日」
と、揶揄（やゆ）される日です。男性にしても、完ぺきなプレゼント
や花、ディナーを用意するプレッシャ－は相当なもの。2009年
には男性は約160ドル、女性は約80ドルをプレゼントに使った
とか。女性の方がかなり楽です！　花屋さんにとっても一番繁
盛する日で、売り上げトップは赤いバラ。日本ではこの日は女性
が男性にチョコを贈り、あとは3月ホワイトデーのお返しを待つ
ばかり、と知ったときはとても驚きました。カナダの男性も日本
式にしたいところでしょうが、そうなると今度はカナダ人女性が
がっかりすることでしょう！

ジョリーン・ヘルガソン
（訳：宮地晶子）
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愛 漂 う 二 月 ！愛 漂 う 二 月 ！愛 漂 う 二 月 ！

Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s Thoughts
大雪地区広域連合からのお知らせ

9億5,956万円
23億2,553万円
37億6,858万円

6,779万円
6億1,531万円

9億5,620万円
23億716万円

35億1,866万円
3,639万円

5億4,436万円

336万円
1,837万円

2億4,992万円
3,140万円
7,095万円

9億2,697万円
12億6,868万円

840人
361人

一 般 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

区分

後期高齢者医療保険料

国 民 健 康 保 険 料

介 護 保 険 料

調定額

3億9,740万円
8億3,693万円
1億7,968万円

収入額

3億9,484万円
7億9,493万円
1億7,930万円

不納欠損額

0
0
0

収入未済額

256万円
4,200万円

38万円

99.36%
94.98%
99.79%

収納率

一世帯当たり

居宅介護サービス等給付費

施設介護サービス等給付費

区分 給付費総額 受給者数

9万1,961円
29万2,863円

一人当たり月額給付費

37億7,939万円
4,135人

91万4,001円

医 療 費 総 額

受 給 者 数

一人当たり医療費

退職者

一 般

老 人

40万7,161円

61万2,594円
30万5,013円
46万4,885円

一
人
当
た
り

保険料収納状況（現年分）

介護給付費の状況

大雪地区広域連合歳入歳出決算額

国民健康保険被保険者医療費の動向 後期高齢者医療被保険者医療費の動向

平成21年度決算の概要
歳入77億3700万円、歳出73億6300万円
平成21年度決算の概要
歳入77億3700万円、歳出73億6300万円
平成21年度決算の概要
歳入77億3700万円、歳出73億6300万円

【一般会計】
　大雪地区広域連合は、16年4月から業務を開始。美瑛、東川、
東神楽3町の国民健康保険組合保険者などとして6年目となり
ました。
　例年同様に派遣職員10人で業務を行い、関係町、関係機関
と協議を行いながら、住民サービスの低下を招くことなく効率
的に事務処理を進めました。
【介護保険特別会計】
　21年3月に策定した第４期介護保険事業計画（平成21年度
から同23年度）に計上された要介護高齢者数の現状と将来推
計など踏まえ、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続け
られるよう、円滑な事業運営と給付の実施を進めました。
介護保険料は、介護保険事業計画に基づき、第４段階である
標準的な年額保険料を54,600円（月額4,550円）としています。
　21年度末現在の介護給付費準備基金は1億6,082万円と
なり、第５期介護保険事業計画において有効な活用を図ります。
【国民健康保険特別会計】
　被保険者の負担軽減と安定化、平準化を図り、最少の負担
で医療給付が受けられるように料率を設定しました。
住民福祉の向上と公平負担の確保という制度の基本に立ち、
3町の被保険者にかかる必要な保険給付費を見込み、健全経
営ができるよう関係町と協議を重ねて国民健康保険運営協議
会に諮問のうえ保険料を決定しました。

　療養給付費（費用額ベース）は、28億6,694万円で、2億
4,992万円の余剰金が発生しました。医療費全体で予算額を
下回ったこと、財政調整交付金が増加したことなどによるもの
です。
　21年度末現在の財政調整基金は1億5,188万円となり、今
後の国保財政安定化に向けた財源として活用します。
【老人保健特別会計】
　老人保健制度での診療は、医療制度改革によって19年度ま
でとなりましたが、過去の診療分の調整のため会計は存続して
います。
　過去の診療分の過誤調整と月遅れ請求分のみであるため、
医療給付費（費用額ベース）は大幅に減少して3,000円となっ
ています。
【後期高齢者医療特別会計】
　老人保健制度に変わって20年度から後期高齢者医療制度
がスタートしています。
　運営主体は北海道後期高齢者医療広域連合ですが、申請
や被保険者証の交付、保険料の徴収事務などは大雪地区広
域連合で行っています。
　納付いただいた保険料、3町の被保険者にかかる医療給付
費の負担分は、北海道後期高齢者医療広域連合に納付して
います。療養給付費（費用額ベース）は37億7,939万円となっ
ています。

　大雪地区広域連合の21年度事業決算がまとまりました。昨年12月の第3回大雪地区広域連合議会定例会で一
般会計、4特別会計の各会計事業決算が認定されました。総額は歳入で約77億3700万円、歳出で約73億6300万
円となりました（四捨五入処理をしているため、実際の決算額と異なる場合があります）。
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納 付 方 法

　3,220円　
　740円　

（年1,480円）

0円　
（定額保険料　
を振り替え）

割 引 額

１ 年 前 納

６カ月前納

毎 月 納 付
（当月末振替）

納 付 方 法

　3,800円　
　1,030円　
（年2,060円）

毎月50円　
（年600円）

0円　
（定額保険料　
を振り替え）

割 引 額

１ 年 前 納

６カ月前納

毎 月 納 付
（当月末振替に
よる早割）

毎 月 納 付
（翌月末振替）

納 付 方 法

　3,220円　
　740円　

（年1,480円）

割 引 額

1 年 前 納

6 カ 月 前 納

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
は
社
会
福
祉
室
（
内
線

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
５
、
５
０
６
、
５

０
７
）
、
地
域
福
祉
政
策
の
こ
と
は
地

域
福
祉
推
進
室
（
内
線
５
０
１
）

ご
存
知
で
す
か
、母
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
制
度

　

北
海
道
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
母
子

家
庭
、
寡
婦
な
ど
の
ご
家
庭
を
対
象
に
、

経
済
的
な
自
立
を
助
け
、
扶
養
し
て
い

る
児
童
（
子
）
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
資
金
貸
付
制
度

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
貸
付
限
度
額
、
償
還
期
間
、

貸
付
利
率
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

貸
し
付
け
時
に
詳
細
な
基
準
が
あ
り
ま

す
。
各
資
金
に
応
じ
て
添
付
書
類
も
必

要
で
す
。
各
総
合
振
興
局
子
ど
も
・
保

健
推
進
課
に
母
子
自
立
支
援
員
が
い
ま

す
の
で
、
資
金
借
り
入
れ
、
生
活
上
の

心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
常
時
受
け
て

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
福
祉

室
へ
。

　

貸
付
資
金
は
次
の
12
種
類
で
す
。

　

▼
事
業
開
始
資
金　

事
業
を
開
始
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
費
、
資
材
等
の

購
入
資
金
▼
事
業
継
続
資
金　

現
在
継

続
中
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

運
転
資
金
▼
修
学
資
金　

子
ど
も
が
高

校
、
大
学
等
に
就
学
す
る
た
め
に
必
要

な
資
金
▼
技
能
習
得
資
金　

自
ら
事
業

住民基本台帳の閲覧状況

替
え
に
よ
る
早
割
」
を
ご
利
用
さ
れ
て

い
る
方
が
再
振
替
に
な
る
と
割
引
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
長への
手
紙
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
質
問
に
回
答
し
ま
す

問
い　

公
営
住
宅
が
空
い
た
際
、
広
報

誌
で
募
集
し
な
い
で
入
居
さ
せ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
か
。

答
え　

公
営
住
宅
の
入
居
者
選
考
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
住
宅
が
空
き
部
屋
と

な
っ
た
時
に
、
広
報
誌
等
で
入
居
希
望

者
を
募
集
し
、
入
居
者
選
考
委
員
会
で

住
宅
タ
イ
プ
（
部
屋
数
等
）
ご
と
の
選

考
基
準
（
入
居
予
定
人
数
等
）
、
申
し

込
み
者
の
住
宅
困
窮
度
合
い
に
よ
っ
て

入
居
者
を
選
考
し
て
お
り
ま
す
（
入
居

資
格
要
件
等
を
案
内
）
。

　

た
だ
し
次
の
よ
う
な
場
合
は
選
考
委

員
会
に
よ
ら
ず
入
居
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
住
宅
を
お
探
し
の
方
で
あ
っ
て
、

困
っ
て
い
る
度
合
い
が
同
等
程
度
で
止

む
を
得
ず
選
考
か
ら
外
れ
た
申
し
込
み

者
に
対
し
て
、
同
等
タ
イ
プ
の
住
宅
が

空
い
た
時
、
希
望
さ
れ
れ
ば
、
募
集
を

行
わ
ず
に
特
例
的
に
次
回
優
先
入
居
す

る
場
合
②
本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

清
流
団
地
建
て
替
え
事
業
（
西
町
３
丁

目
）
で
今
後
取
り
壊
し
を
予
定
し
て
い

る
住
宅
の
入
居
者
で
あ
っ
て
、
希
望
し

て
い
る
他
の
団
地
の
住
宅
が
空
い
た
時

に
募
集
を
行
わ
ず
に
優
先
入
居
す
る
場

合
。

③
現
金
納
付
―
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
定
額
保
険
料
と
し
て
毎
月
納
付

す
る
場
合
、
月
額
１
万
５
千
１
０
０
円

（
年
額
18
万
千
２
０
０
円
）
に
な
り
ま

す
（
22
年
度
）
。
旭
川
年
金
事
務
所
へ

の
お
問
い
合
わ
せ
☎
27
―
１
６
１
１

①
口
座
振
替

　　

１
年
前
納
と
６
カ
月
前
納
（
前
期
分
）

の
受
け
付
け
は
２
月
末
日
で
す
。
毎
月

納
付
（
早
割
、
定
額
）
は
申
し
込
み
も

随
時
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
「
定
額
保

会
場
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
は
１
時
間
ご
と
の
投
票

状
況
、
開
票
状
況
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
１
票
に
よ
っ
て
町
民
の
意
思

が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
必
ず
投
票
に
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

年
金
は
簡
単
便
利
な
口
座
振
替
、カ

ー
ド
払
い
、現
金
前
納
割
引
で
支
払

い
を

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は
①

口
座
振
替
②
ク
レ
ッ
ジ
ト
カ
ー
ド
払
い

 

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
総
務
企
画
課

内
、
東
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
内
線
３
７
１
）

２
月
28
日
投
票
日
〜
東
川
町
長
選
挙
、

東
川
町
議
会
議
員
選
挙

　

任
期
満
了
（
３
月
30
日
）
に
伴
う
東

川
町
長
、
東
川
町
議
会
議
員
の
両
選
挙

は
２
月
23
日
（
水
）
に
告
示
、
同
月
28

日
（
月
）
投
票
日
で
す
。

　

昨
年
12
月
２
日
開
か
れ
た
選
挙
管
理

委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
町

議
会
議
員
選
挙
か
ら
は
議
員
定
数
が
２

人
削
減
に
な
り
12
人
と
な
り
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
は
平
日
で
す
。
当
日
投

票
の
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
。
期
日
前
投
票
は
２
月
24
日

（
木
）
か
ら
同
月
27
日
（
日
）
ま
で
４

日
間
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
役
場
１
階
第
1
小
会
議
室
を
投
票

険
料
」
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額
保

険
料
」
で
す
。
保
険
料
が
一
部
免
除
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
毎
月
納
付
（
割

引
な
し
）
だ
け
に
な
り
ま
す
。

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

　

１
年
前
納
と
６
カ
月
前
納
（
前
期
分
）

の
受
け
付
け
は
２
月
末
日
で
す
。
毎
月

納
付
（
定
額
）
の
申
し
込
み
は
随
時
受

付
け
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
保
険
料
は
「
定
額
保
険

料
」
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険

料
」
で
、
保
険
料
が
一
部
免
除
と
な
っ

て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
１

回
払
い
で
の
利
用
で
、
分
割
払
い
や
リ

ボ
払
い
等
で
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

③
現
金
納
付

　

１
年
前
納
と
６
カ

月
前
納
（
前
期
分
）

は
、
４
月
上
旬
に
納

付
書
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
４
月
30
日
ま
で

に
金
融
機
関
等
で
納

付
し
ま
し
ょ
う
（
申

し
込
み
日
に
よ
っ
て

口
座
振
替
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
の

ご
利
用
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
）
。

　

口
座
振
替
の
場
合
、
残
高
不
足
で
振

替
日
に
振
り
替
え
で
き
な
い
場
合
、
翌

月
分
と
合
わ
せ
て
２
カ
月
分
を
次
の
振

替
日
に
振
り
替
え
ま
す
。「
当
月
末
振
り

2月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,863人
3,745人
4,118人
3,293戸

5人
10人
25人
13人

　
7人）
4人）
3人）
7戸）

人口・世帯数　12月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

東川町長、東川町町議会議員選挙告示

東川町長、東川町町議会議員選挙投票日（前7時
～後8時）
町長選挙、町議会選挙当選者に当選証書授与
（前９時、役場）

23日㈬
28日㈪

　

3月1日㈫

人のうごき　昨年12月16日～1月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）期間：平成21年10月から同22年12月

　住民基本台帳法の定めに基づいて住民基本台帳の閲覧者を公表します。開示情報は①住所②氏名③生年月
日④性別―の４基本情報です。お問い合わせは住民室☎（内線113）

1

2

3

4

5

㈱日本リサーチセンター
（鈴木稲博社長）

（社）中央調査社
（中田正博会長）

同上

防衛省（自衛隊旭川地方
協力本部長） 

日本データーサービス㈱
（白尾宣彦代表取締役）

「生活意識に関するｱﾝｹｰﾄ
調査」の対象者抽出（日本
銀行情報サービス局委託）

「第８回生活と意識につい
ての国際比較調査」実施
のための対象者抽出（大
阪商業大学委託）

「国語に関する世論調査」
の対象者抽出（文化庁委
託）

自衛隊法「自衛官募集業
務」の対象者抽出

「全国都市交通特性調査
（北海道ブロック）」実施の
対象者抽出（北海道開発
局委託）

12区、13南区、13北区、
14区、16東区、16西区、
17区、17区西町、18区
（20歳以上）

20歳以上89歳以下の
男女（南町１丁目～同
３丁目）

東4号北、東5号北16
歳以上の男女

平成4年4月2日～同5
年4月1日生まれの男
女、同7年4月2日～同
8年4月1日生まれの男

全町民

21年11月25日

22年1月27日

同年2月24日

同年4月20日

同年9月22日

請求者、申し出者 閲覧の住民範囲 閲覧日請求理由、利用目的の概要

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　

94歳
82歳
74歳
74歳
82歳
92歳
90歳
76歳
95歳
84歳
93歳
96歳
84歳

　
歳

　
行政区
東雲
新栄
東町1丁目
北町3丁目
西区
北町2丁目
東町2丁目
南町2丁目
南町3丁目
17区西町
南町1丁目
26区
17区

届出人
　田　喜代志
武田　昭信
熊倉　靖
鈴木　睦子
伊　　順子
太田　博子
關　　　雄
平田　真奈美
花釜　三男
大谷　幸子
小坂　勝男
山﨑　勝
寺林　昇

おくやみ
亡き人
　田　キクヱ
武田　光江
熊倉　時子
佐藤　浩友
伊　　守男
太田　キミ
關　　美和子
永谷　勝
熊谷　アキ子
鏡　　悦子
小坂　はな
山﨑　トモヱ
嶋崎　金一

　
父

晃一郎

郁巳

智基

　
母

葉子

さゆり

幸代

　
行政区

新栄

南町2丁目
9区

お 誕 生
生まれた子

宮川　英晃

松﨑　乃々葉

麻下　倖汰

みやかわ　ひであき

まつざき　   の  の  は

あさした　 こうた
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都市建設課工事、委託の入札結果 工事及び委託の入札結果をお知らせします。

入札日 設　備　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、円）

2010年
11月4日

同年
12月22日

東川町第三地区飲料水供給施設整備工事その３工事

平成２２年度公営住宅清流団地建設その１工事

平成２２年度公営住宅清流団地建設その２工事

広域観光支援施設整備工事

北２線五家荘道路災害復旧工事

天人峡道路天津橋災害復旧工事

野花南第１号道路災害復旧工事その１

野花南第１号道路災害復旧工事その２

野花南第１号道路災害復旧工事その３

㈱山田ポンプ商会

㈲谷地建設

吉宮建設㈱

㈱小岩組

松井組工建㈱

花本建設㈱

㈱松井組

㈱藤田組

〃　　　　　　　　　　　　　　　

3,129,000

29,610,000

27,930,000

60,375,000

5,197,500

4,305,000

12,600,000

10,080,000

3,150,000

指名競争入札

〃

〃

〃

〃

幌倉沼川災害復旧工事 藤田建設工業㈱ 3,244,500 〃

〃

〃

〃

〃

契約方法等

　区　　分　
支　給　額
（月額、円） 支 給 月

特別障害者手当 毎年2月、5月、8月、11月
の各月にその月の前月
までをまとめて支給

毎年4月、8月、11月の各
月にその月の前月までの
手当をまとめて支給（11
月は11月分を含む）

特別児童
扶養手当

26,440

14,380

50,750

33,800

障害児福祉手当

1級

2級

手当の支給額及び支給月

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

受
付
期
間　

２
月
１
日
（
火
）
〜
５
月

　

６
日
（
金
）

試
験
日　

５
月
14
日
（
土
）
＝
筆
記
、

　

５
月
15
日
（
日
）
＝
飛
行
要
員
適
性

　

検
査

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

▼
一
般
曹
候
補
生

資
格　

4
年
４
月
１
日
現
在
で
日
本
国

　

籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

者
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
火
）
〜
５
月

　

６
日
（
金
）

試
験
日　

５
月
21
日
（
土
）
＝
第
１
回

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）
な
ど

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

（
内
線
）
２
３
８

23
、24
年
度
の
入
札
参
加
資
格
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

　

東
川
町
は
、
平
成
23
、
24
両
年
度
に

東
川
町
発
注
の
工
事
に
入
札
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
入
札
参
加
資
格

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

物
品
購
入
な
ど
の
様
式
は
独
自
様
式

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
町
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

http://town.higasikawa.hokkaido.jp/

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
町
内
エ
リ
ア
を

対
象
に
し
た
も
の
で
す
（
キ
ト
ウ
シ
地

区
な
ど
）
。
「
ポ
テ
ト
」
の
回
線
網
を

利
用
す
る
に
は
、
同
社
と
個
別
利
用
契

約
（
有
償
）
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

同
社
と
契
約
を
す
る
と
、
順
次
光
フ
ァ

イ
バ
ー
線
の
引
き
込
み
工
事
を
行
い
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
料
金
な
ど
に
関
す

る
ご
相
談
は
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
☎

22
―
０
７
０
７

自
衛
官
の
募
集

　

23
年
度
予
備
自
衛
官
補
、
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
、
自
衛
官
一
般
曹
候
補
生
を

そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
自

衛
隊
旭
川
地
区
協
力
本
部
南
地
区
隊
☎

22
―
０
６
４
８

▼
予
備
自
衛
官
補

資
格　

23
年
７
月
１
日
現
在
で
日
本
国

　

籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

　

者
受
付
期
間　

４
月
６
日
（
水
）
ま
で

試
験
日　

４
月
15
日
（
金
）
〜
同
月
18

　

日
（
月
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

（
第
1
次
試
験
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

▼
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

資
格　

24
年
４
月
１
日
現
在
で
日
本
国

　

籍
を
有
す
る
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

　

者

期
間　

２
月
１
日
（
火
）
〜
同
月
28
日

　

（
月
）
＝
土
・
日
・
祝
日
は
受
け
付

　

け
ま
せ
ん

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

都
市
建
設
課
公
共
施
設
管
理
室

　

（
役
場
２
階
）

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
―
５
１
０

０「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
い
てい
ま
す

　

お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

で
す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
お

友
だ
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
零
歳
児

対
象
で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち

ゃ
ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

２
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

　

ん
定
員　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

伊
藤
園
長
を
囲
ん
で
「
子
ど
も

　

の
病
気
」
に
つ
い
て
交
流
会
、
赤
ち

　

ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、
靴
下
人
形

　

お
も
ち
ゃ
つ
く
り

「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」への
お
誘
い

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
心
も
体
も
ス

ッ
キ
リ
。
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
ぜ

が
必
要
な
20
歳
以
上
の
在
宅
の
方
に
支

給
。

２
．
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
に
介
護
が
必
要
な
20

歳
未
満
の
在
宅
の
児
童
に
支
給
。

〔
障
が
い
児
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当
〕

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
な

ど
に
支
給
。

〔
認
定
請
求
の
手
続
き
〕

　

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
認
定
請
求

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
所
得

や
施
設
入
所
な
ど
に
よ
る
支
給
制
限
が

あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
と
申
請
は

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）

参
加
費　

食
材
料
費
の
一
部
１
０
０
円

　

自
己
負
担
（
大
人
の
方
の
み
）

人
権
擁
護
委
員
に
馬
場
氏
が
就
任

　

昨
年
３
月
に
退
任
し
た
寺
沢
孝
之
氏

の
後
任
と
し
て
、
馬
場
猛
氏
が
１
月
１

日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員
に
新
た
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

は
山
口
佐
知
子
、
奥
山
富
雄
、
馬
場
猛

３
氏
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ま
の
人
権

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
総
務
課
（
内

線
２
２
６
、
２
２
１
）
、
募
集
に
つ
い

て
は
総
務
室
（
内
線
２
２
２
）

Ｉ
Ｔ
光
回
線
で
ポ
テ
ト
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

サ
ー
ビ
ス
開
始

　

旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
（
尾
﨑
吉

一
社
長
）
が
運
営
す
る
高
速
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
通
信
回
線
網
を
利
用
し
て
、

２
月
１
日
か
ら
「
ポ
テ
ト
」
の
光
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
ン
グ
」
、
調
理
実
習

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
親
子
と
も
）

「
男
の
料
理
教
室
」を
開
き
ま
す

　

料
理
は
苦
手
、
と
い
う
男
性
で
も
簡

単
に
作
れ
る
料
理
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し

ま
し
ょ
う

対
象　

町
内
の
男
性

日
時　

２
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

内
容　

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希

　

望
者
は
体
脂
肪
測
定
あ
り
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
な
ど
）
、
１
０
０

　

円
自
己
負
担

「
お
や
こ
食
育
教
室
」を
開
き
ま
す

　

食
生
活
改
善
協
議
会
主
催
の
食
育
教

室
で
す
。
食
生
活
推
進
員
（
へ
ル
ス
メ

イ
ト
）
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
食
育
」

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
心
と
体
の

健
康
を
守
る
食
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し

ょ
う
。

日
時　

３
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
話
、
調
理
実
習

募
集　

20
組
程
度

対
象　

幼
児
セ
ン
タ
ー
入
園
の
お
子
さ

　

ん
か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

　

保
護
者

を
開
始
ま
た
は
就
職
す
る
た
め
に
必
要

な
技
能
や
資
格
を
習
得
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
▼
修
業
資
金　

子
供
が
事
業

開
始
ま
た
は
就
職
す
る
た
め
に
知
識
技

能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
▼

就
職
支
度
資
金　

就
職
に
必
要
な
被
服
、

履
物
等
を
購
入
す
る
資
金
▼
医
療
介
護

資
金　

医
療
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
金
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
保
険

給
付
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
資
金
▼
生
活
資
金　

技
能

習
得
及
び
医
療
介
護
資
金
を
借
り
受
け

て
い
る
期
間
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
▼
住
宅
資
金　

住
宅
の

補
修
、
増
改
築
、
住
宅
取
得
に
必
要
な

資
金
▼
転
宅
資
金　

住
居
移
転
に
際
し

住
宅
の
賃
借
に
必
要
な
資
金
▼
就
学
支

度
資
金　

子
供
の
入
学
も
し
く
は
修
業

施
設
へ
の
入
所
に
必
要
な
資
金
▼
結
婚

資
金　

子
供
の
婚
姻
に
際
し
必
要
な
資

金「
障
が
い
児（
者
）の
手
当
」を
ご
活
用

く
だ
さ
い

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
国
の
経

済
的
な
支
援
と
し
て
「
特
別
障
害
者
手

当
」
「
障
害
児
福
祉
手
当
」
「
特
別
児

童
扶
養
手
当
」
の
各
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
障
が
い
児
（
者
）
本
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
〕

１
．
特
別
障
害
者
手
当

　

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
の
介
護

社
会
福
祉
室
へ
。

食
事
で
健
康「
栄
養
教
室
」

　

不
適
切
な
食
事
、
運
動
不
足
で
生
活

習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
。
身

近
な
食
材
料
を
使
っ
て
食
生
活
見
直
し

と
健
康
を
考
え
る
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
希
望
者
は

食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

日
時　

２
月
16
日
（
水
曜
日
）
午
前
10

　

時
〜
午
後
１
時
こ
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方
ど
な
た
で
も

内
容　

講
話
「
食
べ
て
防
ご
う
生
活
習

　

慣
病
」
（
高
血
圧
症
）
、
調
理
実
習
、

　

試
食
（
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定
可
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
１
０
０
円
自
己
負
担
）

「
元
気
っ
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」で
苦
手
克

服　
食
べ
物
は
子
供
の
成
長
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
。
嫌
い
な
食
材
を
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
メ
ニ
ュ
ー
で
苦

手
な
食
べ
物
を
克
服
し
ち
ゃ
い
ま
し
ょ

う
。

日
時　

２
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
２
歳
半
以
上
の
幼
児

　

と
保
護
者

内
容　

ミ
ニ
講
話
「
モ
リ
モ
リ
ラ
イ
ス
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

ル
ー
ム

お
問
い
合
わ
せ　

海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
82

　

―
４
６
０
０

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

１
月
21
日
、
33
区
、
農
業
洞
清
文
さ

ん
（
56
）
か
ら
多
額
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

弥
生
さ
ん
（
53
）
と
一
緒
に
ご
夫
婦

で
役
場
を
訪
れ
、
松
岡
市
郎
町
長
に
寄

付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
香
典
に
代
え

て
の
ご
寄
付
で
す
。
ご
厚
意
は
写
真
の

町
事
業
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

旭
笑
長
屋・新
春
落
語
会
を
開
き
ま

す

東
川
９
条
の
会

　

旭
笑
長
屋
（
旭
川
）
の
皆
さ
ん
を
迎

え
て
、
新
春
落
語
会
「
出
前
寄
席
」
を

村
道
雄
ほ
か
著
、
集
英
社
全
23
巻
）
、

「
ど
う
ぶ
つ
い
ろ
い
ろ
か
く
れ
ん
ぼ
」

（
い
し
か
わ
こ
う
じ
著
、
ポ
プ
ラ
社
）
、

「
え
ら
い
え
ら
い
！
」
（
ま
す
だ
ゆ
う

こ
文
、
竹
内
通
雅
絵
、
そ
う
え
ん
社
）
、

「
ビ
ッ
ク
ブ
ッ
ク　

１
０
０
か
い
だ
て

の
い
え
」（
岩
井
俊
雄
著
、
偕
成
社
）
の

全
26
冊
で
す
。
文
化
交
流
館
に
蔵
書
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
施
設
利
用

説
明
会
を
開
き
ま
す

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

新
年
度
の
東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
施
設
利
用
に
伴
う
上
半
期
分
の
利

用
説
明
会
（
４
〜
９
月
期
）
を
開
き
ま

す
。
定
期
的
に
施
設
の
利
用
を
計
画
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
、
ク
ラ
ブ
関
係
者
の

方
は
、
事
前
に
上
半
期
分
の
利
用
計
画

書
を
提
出
の
う
え
説
明
会
に
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

日
時　

２
月
24
日
（
木
）
午
後
６
時
半

開
き
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
11
日
（
金
）
午
後
１
時
半

　

か
ら

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修

　

室
木
戸
銭　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

近
藤
さ
ん
☎
（
自
宅
）

　

82
―
７
０
５
０

ヒ
ュ
ー
マン・フォ
ー
ラ
ム「
人
を
つ
な

ぐ
、心
を
つ
な
ぐ
食
の
あ
り
か
た
」

好
蔵
寺
同
朋
の
会

　

地
産
地
消
と
食
の
あ
り
方
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
か

　

ら
場
所　

好
蔵
寺
会
館

参
加
費　

５
０
０
円
（
当
日
）

講
師　

旭
川
短
大
、
豊
島
琴
江
教
授

お
問
い
合
わ
せ　

好
蔵
寺
（
両
瀬
さ
ん
）

　

☎
82
―
２
６
５
５

協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参

加
チ
ー
ム
募
集

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

第
25
回
町
技
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
13
日
（
日
）
午
前
８
時
半

　

開
場

会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

中
学
生
以
上
の
男
女
（
男
女
別

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

対
象　

ど
な
た
で
も

内
容　

指
体
操
、
歌
を
歌
う
な
ど
一
緒

　

に
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
ま
す
。

定
員　

特
に
な
し
（
要
予
約
）

締
め
切
り　

２
月
23
日
（
水
）
＝
託
児

　

室
準
備
の
た
め

講
師　

音
楽
療
法
士
、
菅
野
龍
雄
さ
ん

　

（
旭
川
在
住
）

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

竹
田
津
實
さ
ん
、文
部
科
学
省
の「
地

域
文
化
功
労
者
」受
賞

　

町
内
在
住
の
写
真
家
、
竹
田
津
實
さ

ん
（
73
）
が
文
部
科
学
省
の
22
年
度
地

域
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
出
身
。
岐
阜
大
学
農
学
部
獣

医
学
科
卒
。
斜
里
郡
小
清
水
町
の
小
清

水
町
農
業
共
済
組
合
家
畜
診
療
所
で
獣

医
師
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。

ひ
ど
う
ぞ
。

日
時　

２
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
半

　

〜
同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

定
員　

15
組
程
度
（
要
予
約
、
託
児
室

　

も
あ
り
ま
す
）

講
師　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ

　

ク
タ
ー
、
荒
川 

由
佳
理
さ
ん

内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
上
靴
、

　

動
き
や
す
い
服

  人
形
観
劇「
ラ
チ
と
ら
い
お
ん
」上
演

会　
人
形
劇
団
「
フ
レ
ッ
プ
」
の
人
形
劇

を
上
演
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
を
連
れ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
24
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

内
容　

人
形
劇
「
ラ
チ
と
ら
い
お
ん
」

　

な
ど

対
象　

零
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

　

者
の
方

定
員　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
（
要
予
約
）

「
も
も
ん
が
子
育
て
講
演
会
〜
音
楽
と

健
康
」

　

音
楽
を
体
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、
体

験
す
る
講
演
会
で
す
。

日
時　

２
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

そ
の
間
傷
つ
い
た
野
生
動
物
の
保
護
、

リ
ハ
ビ
リ
、
治
療
を
し
、
野
生
の
キ
タ

キ
ツ
ネ
を
題
材
に
し
た
写
真
集
「
キ
タ

キ
ツ
ネ
物
語
」
（
１
９
９
５
年
、
平
凡

社
発
行
）
、
著
書
「
子
ぎ
つ
ね
ヘ
レ
ン

が
の
こ
し
た
も
の
」
（
１
９
９
９
年
、

偕
成
社
刊
）
や
獣
医
の
経
験
に
根
ざ
し

た
随
筆
、
児
童
書
、
絵
本
を
数
多
く
執

筆
。
後
に
「
子
ぎ
つ
ね
ヘ
レ
ン
が
の
こ

し
た
も
の
」
を
原
作
に
し
た
「
キ
タ
キ

ツ
ネ
物
語
」
（
河
野
圭
太
監
督
、
２
０

０
６
年
松
竹
映
画
）
が
映
画
に
な
り
ま

し
た
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
写
真
甲

子
園
」
の
常
任
審
査
員
も
務
め
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
受
賞
は
道
内
か
ら
３
人
。

い
ず
れ
も
芸
術
文
化
分
野
か
ら
の
受
賞

で
、
札
幌
放
送
合
唱
団
名
誉
指
揮
者
、

宍
戸
悟
郎
氏
（
76
）
＝
札
幌
市
＝
、
洋

画
家
、
鎌
田
俳
捺
子
（
ひ
な
こ
）
さ
ん

（
87
）
＝
函
館
市
＝
の
３
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら
文
化
交

流
館
に
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
月
か
ら
町
内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

高
速
情
報
通
信
網
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
開
始
す
る
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
㈱
（
尾
﨑
吉
一
社
長
）
か
ら
こ
の

ほ
ど
、
昨
年
町
内
で
開
い
た
社
内
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
益
金
を
も
と
に
、
児

童
図
書
（
総
額
４
万
円
相
当
）
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
学
習
漫
画
・
日
本
の
歴
史
」
（
岡

NHK学園専攻科：コミュニティ・ボランティア専攻NHK学園専攻科：コミュニティ・ボランティア専攻NHK学園専攻科：コミュニティ・ボランティア専攻
　社会や人間のあり方を見つめる科目や、「ソーシャルサポート（生活支援）」「地域子育て支援」「防災まち
づくり」「NPOの実際」「認知症」「介護」など多彩な科目を１科目から学べます。「ボランティア学習」などコ
ミュニティ・ボランティアとしての実践力を養います。

募  集  要  項

▲
▲
▲

▲

２ 年 課 程
１ 年 課 程
科目履修生

教 養 生

：２年間で11～12科目を学習
：１年間で６科目を学習（２年課程へ編入可能）
：１科目から４科目を自由に選択（1、2年課程へ編入可能）

：１科目から４科目を自由に選択（他の課程と教材は同じで、授業出席と単位認定はあ
　りません。スクーリングに通えない方にお勧め）

□出願締め切り：3月22日（火）必着
　１科目から学ぶ、４つのスタイルと学費など

※１科目につき20,000円程度、別途テキスト代（2,000～3,000円程度）必要

※１科目につき17,500円程度、別途テキスト代（2,000～3,000円程度）・教育運営費5,000円必要

お問い合わせ、入学案内書（無料）
ＮＨＫ学園  高等学校専攻科「社会福祉コース」

〒186-8001　東京都国立市富士見台2-36-2
☎042-572-3151（平日9:30～17:00）
http://www.n-gaku.jp

冬のワ
イワイ

まつり

○宝探し ○スノートレッキング
○忠別スノーツリー大会 ○タイヤチューブ遊び

主催：忠別ダム水源地域ビジョン「遊 ing 忠別」

忠別ダム第4回冬イベント
3月5日（土） 後1:00～4：00

場 所
募 集
参 加 料
受 け 付 け
申し込み方法

締 め 切 り
申し込 み 先
お問い合わせ

忠別ダム管理支所前広場
100人程度（２月１日から先着順、小学生以下は保護者同伴）
無料
忠別ダム管理支所でFAXで受け付け
郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、連絡先（電話、ファックス番号）を明記、
ファックスで申し込み
２月23日（水）まで（定員になり次第受け付け終了）
忠別ダム管理支所　Fax82－3853
　　　同上　　　　 ☎ 82－5391（前9:00～後4:00）
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

０
万
円
）
な
ど
、
扶
養
し
て
い
る
子
の

人
数
、
勤
務
年
数
、
居
住
年
数
、
ロ
ー

ン
返
還
負
担
率
の
算
定
用
件
に
よ
っ
て

変
わ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川

支
店
国
民
生
活
事
業
☎
23
―
５
２
４
１

ま
で
。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（22年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類                       
７．印鑑
※下線のついている書類は定住促進課窓口でお渡ししています。ホームページからもダウンロードできます。
※３、４の書類は入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

2月1日（火）～10日（木）
4戸

●公営住宅

・3LDK（76.4㎡）
・1戸（1階中央）
・24,100円～
　57,100円

・平成3年
・セラミックブロック造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

北団地A2 北町3丁目10番①

入
居
資
格

そ の 他

選 考 方 法

入 居 期 限

連帯保証人

敷 金

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する
場合には、入居することはできません。

公営住宅等入居者選考委員会で入居資格、住宅困窮度合などを審査、検討して決定します。

平成23年2月下旬　※期限内に入居することが要件

入居者と同等以上の所得金額のある方2人（保証人がいない場合は入居決定を取り消します）

家賃3カ月分

（1）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
※ただし公園団地A1は、次のいずれかの要件に該当する場合単身入居が可能です。
①1956（昭和31）年4月1日以前に生まれた方
②身体障がい等１級から４級までの方
③精神障がい等１級から３級までの方、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方
④被生活保護者、DV被害者、ハンセン病療養者など
※身体・精神上著しい障がいがあるため、居宅での生活が困難な場合は除かれます。
（2）世帯の収入金額が月額15万8千円以下
※ただし次のいずれかの要件に該当する場合は、基準額が21万4千円まで引き上がります。
①1956（昭和31）年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
③身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
④精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
⑤戦傷病者、原爆被爆者、海外からの引揚げ者、ハンセン病療養者、ＤⅤ被害者に該当する方がいる場合

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

・3LDK（70.1㎡）
・1戸（2階端）
・22,700円～
　60,100円

・平成5年
・セラミックブロック造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

北団地A4 北町3丁目10番②

・3DK（50.0㎡）
・1戸（1階中央）
・8,400円～
　14,300円

入居者が設置するもの
浴槽、給湯ボイラー、井戸ポンプ、灯油タンク
※上記物品について、前入居者が使用していた
ものを使用できる場合があります。詳細はお問
い合わせください。

・昭和50年
・簡易耐火構造平屋建て
・物置、駐車場なし

公園団地A1 東町2丁目15番③

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●特定公共賃貸住宅（家族向け）

●その他

●入居決定時に必要となるもの

・3LDK（80.9㎡)
・1戸（2階端）
・56,300円～
　74,400円

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

南団地B3 南町1丁目6番①

入
居
資
格

（1）同居または同居しようとする親族がいる方
（2）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください。

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

　

６
人
制
）

参
加
料　

1
チ
ー
ム
３
千
円
（
学
生
チ

　

ー
ム
は
２
千
円
）

締
め
切
り　

２
月
８
日
（
火
）

申
し
込
み　

事
務
局
・
矢
ノ
目
（
役
場

　

定
住
促
進
課
内
）
☎
82
―
２
１
１
１

　

（
内
線
１
１
６
）

さ
わ
や
か
リ
ズ
ム
体
操
で
健
康
ア
ッ

プ
し
ま
し
ょ
うさ

わ
や
か
リ
ズ
ム
体
操
会

　

元
気
で
健
康
な
毎
日
を
維
持
す
る
た

め
実
年
世
代
の
主
婦
の
方
が
集
ま
っ
て

毎
週
1
回
リ
ズ
ム
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

月
の
途
中
か
ら
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
１
カ
月
ご
と
に
運
動
メ
ニ

ュ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
見
学
は
い

つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
半
か
ら

　

１
時
間

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
２
階

講
師　

荒
川
由
佳
理
さ
ん
（
エ
ア
ロ
ビ

　

ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

月
額
千
円

そ
の
他　

運
動
し
や
す
い
服
装
、
タ
オ

　

ル
、
運
動
靴
、
飲
料
水
を
用
意

お
問
い
合
わ
せ　

金
山
☎
（
自
宅
）
82

　

―
３
３
４
６

「
ゆ
る
体
操
」で
美
容
と
疲
労
回
復

ゆ
る
サ
ー
ク
ル
東
川

　

ス
ト
レ
ス
、
疲
労
で
固
ま
っ
た
体
を

ほ
ぐ
し
、
健
康
増
進
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、

美
容
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
効
果
的

な
運
動
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
か
ら
1
時
間
、

西
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

月
３
回
の
サ
ー
ク
ル
。
引
き
続
い
て
ヨ

ガ
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。

　

入
会
時
の
入
会
金
は
５
０
０
円
（
初

回
の
み
）
。
以
後
会
費
と
し
て
月
額
３

千
５
０
０
円
必
要
で
す
。
体
験
希
望
は

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
初
回

千
円
、
２
回
目
以
降
は
1
回
に
つ
き
千

３
０
０
円
）
。

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
学
生
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
能
力
向
上
、
医
療
の
補
助
療
法
、

介
護
予
防
な
ど
体
力
向
上
に
も
幅
広
く

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

「
陽
だ
ま
り
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
Ｙ
Ｕ
Ｉ
∞

ゆ
い
」
の
ゆ
い
さ
ん
（
ゆ
る
体
操
準
指

導
員
２
級
指
導
員
）
☎
０
８
０
―
３
２

３
４
―
９
８
０
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
は

yui-yoga@
uum
.jp

厳
冬
期
の
釣
り
事
故
防
止
を

上
川
総
合
振
興
局

　

冬
季
間
の
釣
り
は
、
天
候
の
急
変
に

よ
っ
て
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
事
故
が

起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
事
前
の
準
備
や
細
か
な

情
報
収
集
を
心
が
け
、
安
全
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
保
健
環
境
部

環
境
生
活
課
道
民
生
活
係
☎
46
―
５
９

１
９
（
直
通
）

〔
天
候
、
自
然
条
件
に
注
意
〕

○
目
的
地
の
気
象
状
況
を
事
前
に
確
か

　

め
る

○
車
、
テ
ン
ト
の
中
で
暖
を
取
る
時
は
、

　

一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
ら
な
い
よ
う

　

に
換
気
に
気
を
つ
け
る

〔
事
前
の
準
備
〕

○
船
釣
り
、
磯
釣
り
時
は
救
命
胴
着
を

　

常
時
着
用

○
携
行
品
は
、
呼
子
の
笛
、
懐
中
電
灯
、

　

非
常
食
、
救
急
箱
を
忘
れ
ず
に

○
家
人
、
知
人
に
目
的
地
、
帰
宅
時
間

　

を
必
ず
連
絡

○
単
独
行
動
は
避
け
る

○
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
は
氷
の
薄
い
所
に
近

　

寄
ら
な
い
（
今
冬
は
湖
沼
の
氷
が
例

　

年
に
比
べ
て
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
）

国
の
教
育
ロ
ーン
制
度
の
ご
案
内

日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、
大
学
、

短
大
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に

入
学
、
在
学
す
る
子
弟
を
お
持
ち
の
ご

家
庭
を
対
象
に
し
て
い
る
教
育
資
金
融

資
制
度
で
す
。

　

融
資
額
は
学
生
、
生
徒
１
人
に
つ
い

て
３
０
０
万
円
以
内
（
今
後
1
年
間
に

必
要
と
な
る
費
用
が
対
象
）
。
返
済
期

間
は
15
年
以
内
で
す
。

　

利
用
で
き
る
方
の
年
収
上
限
額
な
ど

の
条
件
は
、
子
供
一
人
世
帯
（
年
齢
、

就
学
の
有
無
を
問
わ
ず
）
の
所
得
水
準

が
７
９
０
万
円
（
事
業
所
得
者
は
５
９

東川町文化ギャラリー
展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
　　○10日（木）まで
　・旭正写真愛好会作品展
　・第61回アサヒ全北海道写真展
　　○12日（土）～3月7日（月）
　・第11回上野彦馬賞作品展
　・2010ストリートギャラリーグランプリ展
11日（金）は入れ替えのため休館

各種大会成績
【フットサル】
◆第8回Ｕ‐14旭川地区ジュニアユース
大会兼全道Ｕ‐14旭川地区予選（昨年
12月26日・旭川市立光陽中体育館）
▼準決勝
旭広陵6―1コンサドーレ旭川
◆第18回ふじ・ウェスタン杯少年大会
決勝トーナメント（昨年12月18、19日・

旭川市立朝日小体育館ほか）
▼小学4年決勝
旭末広北5―4東川
【空手】
◆第24回旭川地区会長杯選手権大会
（1月16日・旭川市大成地区市民センタ
ー）
▼中学生女子１年　③中島沙貴（剛柔
会東川）

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
12
月
16
日
か
ら
１
月
14

日
ま
で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

西
町
１
丁
目　
　

伊
藤　

順
子
様

北
町
２
丁
目　
　

太
田　

博
子
様

南
町
３
丁
目　
　

花
釜　

三
男
様

埼
玉
県　
　
　
　

永
谷　

勝
美
様

南
町
２
丁
目　
　

小
西　

一
朗
様

26
区　
　
　
　
　

山
﨑　
　

勝
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

半
か
ら
同
４
時
ま
で
、
社
協
相

談
室
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

２
月
17
日　

奥
山　

富
雄

定住促進課

受け付け、お問い合わせは住まい室（内線117）
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「
自
閉
症
」
と
い
う
障
が
い
を

持
つ
息
子
が
今
年
成
人
式
を
迎
え
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

マ
イ
ペ
ー
ス
な
が
ら
も
、
明
る
く

優
し
い
心
の
青
年
に
成
長
し
て
く

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
の
誕
生
は
う
れ
し
く
、
親

は
わ
が
子
に
夢
や
希
望
を
持
つ
も

の
で
す
。

　

息
子
の
場
合
は
、
２
歳
く
ら
い

の
時
か
ら
発
達
に
心
配
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
、
私
た
ち
親
に
は

「
ま
さ
か
…
」
、
心
配
だ
け
ど
そ

れ
を
打
ち
消
し
た
い
、
と
い
う
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
歳
に
な
っ
て
息
子
の
障
が
い

が
は
っ
き
り
と
し
た
時
は
、
ハ
ン

マ
ー
で
頭
を
た
た
か
れ
た
よ
う
な

強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
悲
し
く

て
、
な
ぜ
私
に
障
が
い
児
が
生
ま

れ
た
の
か
、
神
様
を
う
ら
み
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
い
け

ば
い
い
の
か
、
息
子
に
ど
ん
な
人

生
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

仲
間
や
支
援
の
大
切
さ

　　

保
育
年
齢
に
な
っ
た
こ
ろ
、
周

り
の
勧
め
も
あ
り
、
私
は
息
子
の

子
育
て
に
不
安
を
持
ち

な
が
ら
、
一
緒
に

旭
川
市
の
知

的
障
害
児
通

園
施
設
に
通

う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
息
子

と
同
じ
よ
う
に
発
達
に
心

配
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
、
家
族
の
こ

と
、
兄
弟
の
こ
と
、
将
来
の
こ
と

を
一
緒
に
話
し
合
い
、
悩
み
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
仲
間
と
の
出

会
い
は
、
私
の
子
育
て
が
孤
独
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
か

か
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、
一
歩
一

歩
前
に
進
ん
で
い
け
る
こ
と
を
学

ん
だ
大
切
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
発
達
に
心
配
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
運
動
の
場
、
社

会
参
加
の
場
と
し
て
母
親
た
ち
で

水
泳
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
東
川
町
の
プ
ー
ル

を
お
借
り
し
、
水

泳
ク
ラ
ブ
の

先
生
に
指
導

を
お
願
い
し

ま
し
た
。
学

生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

水
に
入
れ
な
い
子
、
プ
ー
ル
の
周

り
を
走
り
回
る
子
な
ど
、
初
め
は

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
何
よ
り
も
う

れ
し
い
瞬
間
で
し
た
。

　

小
学
校
は
第
三
小
学
校
に
通
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
、
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
息
子
の
こ
と
を
地
域
の
方

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
何

よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

全
校
24
名
と
い
う
小
規
模
校
で

し
た
。
障
が
い
は
あ
り
な
が
ら
も
、

友
だ
ち
の
一
人
と
し
て
受
け
入
れ

て
も
ら
え
た
こ
と
が
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
み
な
さ

ん
の
温
か
さ
は
、
子
育
て
に
と
っ

て
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
社
会
や
地
域
に
望
む
こ
と

は
、
困
っ
た
時
に
助
け
て
ほ
し
い

と
い
え
る
社
会
、
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
声
を
掛
け
合
う
優
し
い

地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う

こ
と
。
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
は
み

ん
な
違
う
ん
だ
、
と
そ
の
違
い
を

認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん

な
優
し
い
社
会
や
地
域
に
な
っ
て

ほ
し
い
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
は
ぐ
く
み
・
み
つ
け
た
も
の
」―
自
閉
症
の
息
子
と
と
も
に

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

●
子
宮
頸
が
ん
っ
て
？

　

子
宮
頸
が
ん
は
女
性
特
有
の
が
ん
で
、

子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
が
ん
の
こ
と
で

す
。
子
宮
は
女
性
だ
け
に
あ
る
特
別
な
臓

器
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
お
部
屋
の
役

割
を
し
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
検
診
で
の

早
期
発
見
が
可
能
で
す
が
、
発
見
が
遅
れ

る
と
子
宮
を
失
う
だ
け
で
な
く
命
を
失
う

こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
近
年
、

日
本
で
子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人
は

年
間
約
１
万
５
千
人
。
約
３
千
５
百
人
は

子
宮
頸
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
日
本

で
は
１
日
あ
た
り
約
10
人
が
こ
の
病
気
で

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
子
宮
頸
が
ん
は
20
〜
30
歳
代
の
若
い

女
性
で
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
代
は

多
く
の
女
性
が
結
婚
や
出
産
を
経
験
す
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
妊

娠
・
出
産
の
可
能
性
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
非
常
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。

●
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
、感
染
経
路
は
性
交

　

渉

　

子
宮
頸
が
ん
は
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
以
下
、
H
P
V
）
」
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
原
因
で
す
。
H
P
V
は

皮
膚
や
粘
膜
に
存
在
す
る
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
ウ
イ
ル
ス
で
、
１
０
０
種
類
以
上
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

と
な
る
の
は
15
種
類
ほ
ど
で
す
。
感
染
経

路
は
主
に
性
交
渉
。
性
交
体
験
の
あ
る
女

性
の
約
８
割
は
一
生
に
一
度
は
こ
の
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
感
染
し
た
人
全
員
が
子
宮
頸
が

ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

H
P
V
に
感
染
し
て
も
９
割
以
上
は
体
内

か
ら
自
然
に
排
除
さ
れ
、
感
染
は
一
過
性

に
終
わ
り
ま
す
。
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
一

部
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
長
期
間
続
く
と

細
胞
が
異
常
な
形
態
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

数
年
か
ら
十
数
年
か
け
て
が
ん
化
し
ま
す
。

H
P
V
は
一
度
排
除
さ
れ
て
も
、
感
染
の

機
会
が
あ
れ
ば
何
度
で
も
感
染
し
ま
す
。

●
予
防
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
診

　

２
月
１
日
か
ら
、
中
学
１
年
〜
高
校
３

年
生
相
当
の
女
子
を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す

（
接
種
費
用
は
無
料
、
指
定
の
医
療
機
関

の
み
）
。
腕
の
筋
肉
に
３
回
注
射
を
し
ま

す
。
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

H
P
V
の
中
で
も
「
16
型
」
と
「
18
型
」

の
２
つ
の
タ
イ
プ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
タ
イ
プ
は
子
宮

頸
が
ん
患
者
の
約
６
割
に
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
タ
イ
プ
の
感

染
を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

接
種
前
に
感
染
し
た
H
P
V
を
排
除
し
た

り
、
発
症
し
て
い
る
が
ん
の
進
行
を
遅
ら

せ
た
り
、
治
療
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
公
費
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
４

５
歳
ま
で
の
成
人
女
性
も
接
種
意
義
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
検
診
で
予
防
で

き
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
が
ん
に
な
る
ま

で
に
長
い
時
間
が
か
か
る
た
め
、
早
く
見

つ
け
る
こ
と
で
が
ん
に
な
る
前
に
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
の

初
期
で
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
20

歳
に
な
っ
た
ら
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
町
で
は
、
20
歳
以
上
の
女
性
は

子
宮
が
ん
検
診
を
毎
年
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
あ
な
た
の
未
来
の
た
め
に

　

若
い
世
代
で
急
増
し
て
い
る
子
宮
頸
が

ん
で
す
が
、
15
〜
19
歳
の
女
子
の
約
３
割

が
H
P
V
に
感
染
し
て
い
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
診
は
有
効
で
す
が
、

感
染
経
路
で
あ
る
性
交
渉
を
早
期
か
ら
経

験
し
な
い
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
残
念
な
が
ら
、
コ
ン
ド

ー
ム
を
使
用
し
て
も
H
P
V
の
感
染
は
防

げ
ま
せ
ん
。
望
ま
な
い
妊
娠
・
出
産
を
避

け
る
こ
と
、
性
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め

に
も
自
分
の
体
と
向
き
合
い
、
よ
く
考
え

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
？　

将
来
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
で
す
か
？　

ど
ん
な
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
か
？　

こ
ん
な
質
問
を
毎
年
、
東
川
高
校
の
性
の
授
業
で
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
２
月
１
日
か
ら
町
の

助
成
が
始
ま
っ
た
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
お
話
。
が
ん
と
い
う
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
し
ま
っ
て

は
将
来
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
の
大
き
な
夢
を
実
現
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
で
も
そ
ん
な
リ
ス
ク
に
朗

報
！　

皆
さ
ん
の
将
来
の
た
め
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
ス
タ
ー
ト

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
ス
タ
ー
ト
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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□
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式
会
社
総
合
企
画

N
o.688 February 2011

2月 February

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室　☎82－2111

【2月分】
申し込み制
申し込み制

予約制

予約制

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
4日㈮テーマ「1、2歳児お店屋さんごっこ」…10:00～11:30

＜遊びの広場＞
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放… 9:00～12:00
1、2、7、8、9、14、15、16、21、22、23、28日

※会場は幼児センターです！

※会場は保健福祉センターです！

【3月分】

2日㈬
4日㈮

10日㈭
16日㈬
21日㈪
25日㈮

4日㈮

15日㈫
17日㈭
25日㈮

男の料理教室
もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14:30～）
元気っ子クッキング
栄養教室
子育て相談
３歳児健診

10:00～13:00
13:00～14:00
13:15～

10:00～13:00  
10:00～13:00

12:45～

ごっくん教室
乳幼児健診　
栄養教室
２歳ふれあいルーム
移動献血車来町

おいしい手料理おいしい手料理
この季節、北海道産の雪中キャベツが甘さを増していまこの季節、北海道産の雪中キャベツが甘さを増していま
す。サラダや肉料理に添えるだけではなく、ちょっと手す。サラダや肉料理に添えるだけではなく、ちょっと手
を加えておいしくいただきましょう。簡単鶏肉の照り焼を加えておいしくいただきましょう。簡単鶏肉の照り焼
きもキャベツに合わせていただきましょう。きもキャベツに合わせていただきましょう。

【キャベツの簡単サラダキャベツの簡単サラダ】
＜材　料＞材　料＞ （２人前）（２人前）
●キャベツ…小４分の１程度●キャベツ…小４分の１程度
●にんじん…少々●にんじん…少々
●切り昆布…（市販品、14ｇ程度）●切り昆布…（市販品、14ｇ程度）
●炒りゴマ…少々●炒りゴマ…少々
●昆布茶…少々●昆布茶…少々

＜作り方＞作り方＞
①フライパンで切り昆布をからいりしておく（２、３分炒っ①フライパンで切り昆布をからいりしておく（２、３分炒っ
　てカリカリになった昆布をあえる）。　てカリカリになった昆布をあえる）。
②キャベツを３cm角くらいの大きさにザク切りし、にんじん②キャベツを３cm角くらいの大きさにザク切りし、にんじん
　もお好みで切る。　もお好みで切る。
③湯を沸騰させた鍋に塩を少々入れて具材を軽くゆで、その③湯を沸騰させた鍋に塩を少々入れて具材を軽くゆで、その
　後すぐに水切りして冷水で熱を取る。　後すぐに水切りして冷水で熱を取る。
④具材の水分を両手でしっかり絞る。④具材の水分を両手でしっかり絞る。
⑤水切りした具材とからいりした昆布をよく混ぜ合わせ、ゴ⑤水切りした具材とからいりした昆布をよく混ぜ合わせ、ゴ
　マを振って完成。味が足りない時は市販の昆布茶を好みで　マを振って完成。味が足りない時は市販の昆布茶を好みで
　加え、味を引き立たせます（茶さじ半分程度でＯＫ）。　加え、味を引き立たせます（茶さじ半分程度でＯＫ）。

【鶏肉の照り焼き】【鶏肉の照り焼き】
＜材料＞（材料＞（２人分）人分）
●鶏胸肉…１枚●鶏胸肉…１枚
●小麦粉…適量●小麦粉…適量
●塩、コショウ…少々●塩、コショウ…少々
●大根…適量（おろし大根にします）●大根…適量（おろし大根にします）
●しょうゆ、砂糖、日本酒、食用油…各少々●しょうゆ、砂糖、日本酒、食用油…各少々

＜作り方＞作り方＞
①準備：事前に鶏肉を叩いて筋切りをする。①準備：事前に鶏肉を叩いて筋切りをする。
②胸肉に塩、コショウを振って下味をつける。②胸肉に塩、コショウを振って下味をつける。
③フライパンに油を敷き、両面をこんがりと焼き上げる。③フライパンに油を敷き、両面をこんがりと焼き上げる。
④フライパンから肉を取り出した後、フライパンの中はその④フライパンから肉を取り出した後、フライパンの中はその
　ままにして砂糖、しょうゆ、日本酒を入れて熱し、照り焼　ままにして砂糖、しょうゆ、日本酒を入れて熱し、照り焼
　き用のたれを作る。　き用のたれを作る。
⑤たれが完成したら肉を戻し入れ、たれと絡めて肉に照りが⑤たれが完成したら肉を戻し入れ、たれと絡めて肉に照りが
　出たら完成。　出たら完成。
⑥肉を一口サイズに切って盛り付け、大根おろしを添えてど⑥肉を一口サイズに切って盛り付け、大根おろしを添えてど
　うぞ。　うぞ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郷土料理研究会　金森春美さん郷土料理研究会　金森春美さん

【食べて健康・豆知識】【食べて健康・豆知識】
《たまねぎ》《たまねぎ》
　調理する時にツンと涙が出るのは、臭気成分のアリシンという物　調理する時にツンと涙が出るのは、臭気成分のアリシンという物
質です。料理に特有の辛味と香り、甘みや風味を付け、薬効もあり質です。料理に特有の辛味と香り、甘みや風味を付け、薬効もあり
ます。ます。
　最も重要な働きは、ビタミン　最も重要な働きは、ビタミンＢ1の吸収を高めて新陳代謝を促進の吸収を高めて新陳代謝を促進
し、体力アップ、疲労回復、集中力の低下に友好に働く作用です。し、体力アップ、疲労回復、集中力の低下に友好に働く作用です。
他に胃の消化液の分泌を助けて食欲を増進させる、発汗作用がある他に胃の消化液の分泌を助けて食欲を増進させる、発汗作用がある
などはこれまで知られていましたが、最近では血液のかたまりを溶などはこれまで知られていましたが、最近では血液のかたまりを溶
かしたり、血液中の脂質の量を減らす働きも分かってきました。かしたり、血液中の脂質の量を減らす働きも分かってきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保健福祉課栄養士　中村弘美保健福祉課栄養士　中村弘美）

おいしい手料理
この季節、北海道産の雪中キャベツが甘さを増していま
す。サラダや肉料理に添えるだけではなく、ちょっと手
を加えておいしくいただきましょう。簡単鶏肉の照り焼
きもキャベツに合わせていただきましょう。

【キャベツの簡単サラダ】
＜材　料＞ （２人前）
●キャベツ…小４分の１程度
●にんじん…少々
●切り昆布…（市販品、14ｇ程度）
●炒りゴマ…少々
●昆布茶…少々

＜作り方＞
①フライパンで切り昆布をからいりしておく（２、３分炒っ
　てカリカリになった昆布をあえる）。
②キャベツを３cm角くらいの大きさにザク切りし、にんじん
　もお好みで切る。
③湯を沸騰させた鍋に塩を少々入れて具材を軽くゆで、その
　後すぐに水切りして冷水で熱を取る。
④具材の水分を両手でしっかり絞る。
⑤水切りした具材とからいりした昆布をよく混ぜ合わせ、ゴ
　マを振って完成。味が足りない時は市販の昆布茶を好みで
　加え、味を引き立たせます（茶さじ半分程度でＯＫ）。

【鶏肉の照り焼き】
＜材料＞（２人分）
●鶏胸肉…１枚
●小麦粉…適量
●塩、コショウ…少々
●大根…適量（おろし大根にします）
●しょうゆ、砂糖、日本酒、食用油…各少々

＜作り方＞
①準備：事前に鶏肉を叩いて筋切りをする。
②胸肉に塩、コショウを振って下味をつける。
③フライパンに油を入れ、小麦粉をまぶした鶏肉の両面をこ
　んがりと焼き上げる
④フライパンから肉を取り出し、その中に砂糖、しょうゆ、
　日本酒を入れて熱し、照り焼き用のたれを作る
⑤たれが完成したら肉を戻し入れ、たれと絡めて肉に照りが
　出たら完成。
⑥肉を一口サイズに切って盛り付け、大根おろしを添えてど
　うぞ。
　　　　　　　　　　　　郷土料理研究会　金森春美さん

【食べて健康・豆知識】
　キャベツはヨーロッパ原産で、日本には江戸時代に渡来。アブラ
ナ科の野菜です。野菜の中でも広く分布しているといわれ、しかも
さまざまな野菜の元になっています。茎につく芽を丸くしたのが芽
キャベツ。茎を丸くしたのがコールラビ。つぼみを食用に改良した
のがブロッコリーやカリフラワー。華道でよく材料に利用される葉
ぼたんもキャベツの仲間です。
　栄養特性は豊富に含まれるビタミンＣ。消化酵素のビタミンＵ。
いずれも水溶性で、熱に弱いのが特徴。刻んで水にさらす時は切る
前のままで水にさらして成分の流出を防ぎましょう。
　ビタミンを活用するには生食が最適ですが、煮込み料理は溶け出
す成分まで食べられるロールキャベツがお勧め。溶け出した成分も
一緒に取れるよう、煮汁をかたくり粉のあんでとろみをつけて食べ
る工夫をしてみてはいかが。

　　　　　　　　　（保健福祉課栄養士　中村弘美）


